
　６月１日から９日まで、山内大松川ダム公
園でさんない芝桜まつりが開催されました。
一時は花がつかなかった芝桜も、山内地域住
民総参加の『まごころ除草』により徐々によみ
がえり、祭りも復活を遂げました。今後も再
生活動は継続される予定で、完全復活まであ
とひとふんばり。地域の底力を感じます。

芝桜再生まであと一歩

市報市報
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消防救助技術選考会・わくわく消防広場 『直売所ビフォーアフター事業』始まる 

県大会に向け救助技術を競う
　

救
助
技
術
を
競
う
全
国
消
防
救
助

技
術
大
会
は
、
今
年
で
42
回
を
数
え

る
歴
史
あ
る
大
会
で
す
。
そ
の
秋
田

県
大
会
の
出
場
を
か
け
、
６
月
９
日
、

横
手
市
消
防
署
で
隊
員
の
消
防
救
助

技
術
選
考
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

実
施
種
目
は
、
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ

救
出
訓
練
、
は
し
ご
登
は
ん
訓
練
、

ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
訓
練
、
ほ
ふ
く

救
出
訓
練
、
障
害
突
破
訓
練
の
５
種

目
で
す
。
隊
員
は
、
日
頃
鍛
え
ぬ
い

た
訓
練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
。
高

度
な
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
た
速
さ
と

正
確
さ
に
、
訪
れ
た
人
は
拍
手
と
歓

声
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た『
見
て
、
触
れ
て
、
乗
っ
て
、

体
験
し
よ
う
』
を
テ
ー
マ
に
、
わ
く

わ
く
消
防
広
場
が
同
時
開
催
さ
れ
、

は
し
ご
車
搭
乗
体
験
や
放
水
体
験
、

心
肺
蘇
生
法
講
習
な
ど
に
は
、
多
く

の
家
族
連
れ
が
参
加
し
、
消
防
を
身

近
に
親
し
む
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

逃げ遅れた人を救助する速さを競い、懸
命に走り抜ける隊員

横手市増田伝統的建造物群保存地区が都市計画決定 

『町並みの保存制度』運用開始
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度

保
存
地
区
に
な
る
と

　

増
田
地
区
の
中
町
・
七
日
町
・
本

町
・
田
町
の
各
一
部
、
約
10
・
６
㌶

を
保
存
地
区
と
す
る
増
田
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
の
保
存
計
画
お
よ

び
都
市
計
画
決
定
を
、
７
月
１
日
に

告
示
し
、
保
存
地
区
制
度
の
運
用
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度

は
、
都
市
計
画
と
連
携
し
な
が
ら
歴

史
的
な
町
並
み
の
保
存
と
整
備
を
行

う
制
度
で
す
。
古
い
建
物
を
保
存
す

る
だ
け
で
な
く
、
暮
ら
し
や
す
い
生

活
空
間
の
整
備
や
魅
力
あ
る
町
並
み

景
観
を
創
出
し
な
が
ら
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
へ
も
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

保
存
地
区
は
、
伝
統
的
建
造
物
群

と
し
て
の
町
並
み
が
、
地
域
と
し
て

特
性
が
あ
り
、
か
つ
全
国
的
に
も
固

有
の
価
値
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
指

定
の
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
特
性
の
保
存
と
、
さ
ら
な
る

町
並
み
景
観
の
創
出
の
た
め
、
地
区

内
で
建
造
物
の
新
築
や
増
改
築
な
ど

町
並
み
景
観
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、
市
と
教
育

委
員
会
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
建
造
物
の
修
理
や
修
景
な

ど
の
歴
史
的
景
観
の
維
持
・
保
全
を

図
る
事
業
に
対
し
、
補
助
金
な
ど
の

財
政
的
・
技
術
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
近
日
中
に
、
国
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

選
定
に
申
し
出
る
予
定
で
す
。

◆
問
合
せ
／
市
総
務
企
画
部
伝
建
推

　

進
室　

４
５
‐
５
５
１
２

増田に足を運び「内蔵と商家の町並み」の
魅力に触れてみてはいかがでしょうか
増田に足を運び「内蔵と商家の町並み」の
魅力に触れてみてはいかがでしょうか

課題を見つけて売り上げアップ
　

市
内
の
農
産
物
直
売
所
の
売
り
場

診
断
や
経
営
診
断
を
専
門
的
な
視
点

で
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
直
売
所
が
抱

え
る
課
題
の
解
決
策
を
一
緒
に
考
え
、

今
後
の
方
向
性
を
明
確
に
す
る
試
み

と
し
て
『
直
売
所
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ

ー
事
業
』
が
、
雄
物
川
地
域
の
『
ほ

ほ
え
み
直
売
所
』
を
皮
切
り
に
始
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
の
観
光
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
『
食
・
農
・
観
de
ま
ち
づ

く
り
室
』
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
若
杉

清
一
氏
が
、
直
売
所
の
経
営
診
断
を

実
施
。
ま
た
、
全
国
の
大
型
百
貨
店

な
ど
で
青
果
専
門
店
を
展
開
す
る『
九

州
屋
』
に
２
年
間
派
遣
さ
れ
た
戸
巻

拓
己
・
実
験
農
場
職
員
が
、
売
り
場

や
商
品
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
直
売
所
の
売

り
場
改
善
・
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
に
つ

な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

６
月
14
日
、
雄
川
荘
の
一
角
に
店

舗
を
構
え
る
『
ほ
ほ
え
み
直
売
所
』

会
員
約
40
人
が
１
回
目
の
勉
強
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
講
師
と
な
っ
た
市

職
員
が
、
店
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る

商
品
を
手
に
し
な
が
ら
、
消
費
者
に

手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
商
品

の
見
せ
方
や
陳
列
の
工
夫
な
ど
に
つ

い
て
、
商
品
ご
と
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
し
た
。
市
で
は
、
希
望
の
あ
っ
た

直
売
所
の
経
営
診
断
を
順
次
行
い
、

消
費
者
と
生
産
者
の
双
方
に
喜
ば
れ

る
直
売
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

『見せる』工夫について熱心に話を聞く参加者

特別列車『平泉・藤原号』運行 

美郷町・横手市が観光ＰＲ

横手駅のホームで乗客を前にパフォ
ーマンスを披露する『清原紅蓮隊』

　

６
月
15
日
に
、
秋
田
駅
か
ら
岩
手

県
平
泉
町
に
向
け
て
Ｊ
Ｒ
特
別
列
車

『
平
泉
・
藤
原
号
』
が
昨
年
に
続
き

運
行
さ
れ
ま
し
た
。
横
手
駅
で
は
、

武
将
パ
フ
ォ
ー
マ
ー『
清
原
紅
蓮
隊
』

が
歓
迎
の
演
舞
を
披
露
し
た
後
、
特

別
列
車
に
乗
り
込
み
、
80
人
の
乗
客

に
対
し
、
車
内
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
行
い
ま
し
た
。

　

横
手
市
と
美
郷
町
は
昨
年
４
月
に

『
後
三
年
合
戦
文
化
に
関
わ
る
交
流

連
携
協
定
書
』
を
取
り
交
わ
し
、
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

列
車
の
中
で
は
、
市
の
文
化
財
保
護

担
当
者
が
横
手
・
美
郷
と
平
泉
と
の

歴
史
的
な
つ
な
が
り
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
解
説
し
、
乗
客
は
興
味
深

そ
う
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

平
泉
駅
に
到
着
後
、
両
市
町
の
職

員
が
、
駅
前
等
で
持
参
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
。
そ
の
後
、
平
泉
町

役
場
観
光
商
工
課
を
交
え
て
意
見
交

換
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成25年度横手市水防訓練 

河川増水に備えて訓練

土のうをつけた木で水流を弱める『木流し
工法』を行う団員

　

平
成
25
年
度
横
手
市
水
防
訓
練
が
、

６
月
８
日
に
雄
物
川
の
大
上
橋
下
流

の
大
雄
運
動
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

水
防
訓
練
は
、
大
雨
や
台
風
な
ど

に
よ
る
河
川
増
水
に
備
え
、
消
防
団

員
の
水
防
技
術
の
向
上
を
目
的
に
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内
８
つ
の
消
防
団
か

ら
２
６
０
人
あ
ま
り
が
参
加
し
、
河

川
の
状
況
に
応
じ
た
工
法
を
訓
練
し

ま
し
た
。
各
消
防
団
は
始
め
に
、
増

水
時
の
基
本
的
な
対
策
と
な
る
『
積

み
土
の
う
工
法
』を
実
施
。
そ
の
後
、

堤
防
法
面
へ
の『
シ
ー
ト
張
り
工
法
』、

土
の
う
を
固
定
し
た
木
で
水
流
を
弱

め
る
『
木
流
し
工
法
』
を
行
い
、
大

雄
消
防
団
は
伝
統
的
な『
川
倉
工
法
』

を
行
い
ま
し
た
。

　

梅
雨
に
入
り
、
雨
に
よ
る
異
常
出

水
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
団
員

の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
工
法
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

まちづくり功労者国土交通大臣表彰受賞

身の丈にあった再開発が評価

住民参画のコンパクトなまちづくりが高
い評価を受けた横手駅東口再開発事業

　

国
で
は
、
住
民
参
画
の
も
と
に
創

意
工
夫
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
６
月
を
『
ま
ち
づ
く
り
月

間
』
と
定
め
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
と
景
観
を
考
え
る
全
国
大
会

が
、
６
月
14
日
に
、
す
ま
い
・
る
ホ

ー
ル
（
東
京
都
文
京
区
）
で
行
わ
れ
、

横
手
駅
東
口
第
一
地
区
市
街
地
再
開

発
組
合
（
齋
藤
善
一
理
事
長
）
が
、

平
成
25
年
度
ま
ち
づ
く
り
功
労
者
国

土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
低

容
積
の
再
開
発
事
業
を
実
施
し
、
集

合
住
宅
・
福
祉
施
設
・
公
共
施
設
等

を
整
備
し
な
が
ら
、
街
を
新
た
に
作

り
直
し
ま
し
た
。
ま
た
、
権
利
者
全

員
の
同
意
に
よ
る
事
業
推
進
や
、
事

業
の
検
討
着
手
か
ら
完
成
ま
で
５
年

と
い
う
短
期
間
で
、
総
事
業
費
63
億

円
の
事
業
を
終
了
さ
せ
た
こ
と
も
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。　
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今月の表紙

　天候に恵まれたさんない芝桜ま
つり。祝い餅つきや野点、熱気球
体験、婦人会のダンスなどが行わ
れ、たくさんの家族連れでにぎわ
いました。芝桜まつり実行委員会
の島田實会長は「住民の努力によ
りここまで復活した芝桜を堪能し
てほしい」とあいさつ。来年がさら
に楽しみな大松川ダム公園です。

の だ て



市議会６月定例会　市長所信説明

■
食
・
農
・
観
de
ま
ち
づ
く
り

　
『
食
を
手
段
に
、
農
を
元
気
に
、

観
に
つ
な
げ
る
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
す
る
こ
の
事
業
の
目
玉
は
、
雄

物
川
地
域
の
『
雄
川
荘
』か
ら『
え

が
お
の
丘
』、『
三
吉
公
園
』
に
か

け
て
の
一
帯
を
６
次
産
業
創
出
の

拠
点
と
し
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
加

工
所
・
直
売
所
等
を
整
備
し
、
既

存
の
温
泉
宿
泊
交
流
施
設
や
公
園

の
環
境
整
備
と
併
せ
、
生
産
か
ら

加
工
・
商
品
化
・
販
売
さ
ら
に
は

観
光
に
至
る
新
た
な
農
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
十
文
字
、
道
の

駅
さ
ん
な
い
、
雁
の
里
せ
ん
な
ん

の
各
道
の
駅
直
売
所
の
さ
ら
な
る

活
性
化
に
よ
り
、
市
全
体
の
食
・

農
・
観
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
も
、

本
事
業
の
大
き
な
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
今
議
会
に
、
え
が
お
の
丘

を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
の
地
形
測

量
に
係
る
経
費
の
補
正
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

■
国
民
文
化
祭

　

『
第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き

た
２
０
１
４
』
の
各
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
年
７
月
に
国
の
実
行
委

員
会
か
ら
承
認
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
そ
れ
を
受
け
て
県
内
外
に
出

演
団
体
の
募
集
が
開
始
さ
れ
る
な

ど
、
本
格
的
な
準
備
に
入
り
ま
す
。

当
市
の
国
民
文
化
祭
事
業
を
市
民

に
広
く
周
知
す
る
た
め
、
６
月
か

ら
国
民
文
化
祭
横
手
市
応
援
事
業

の
申
込
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
市
内
公
共
施
設
を
会
場
に

発
表
会
な
ど
を
開
催
す
る
芸
術
文

化
団
体
等
が
、
積
極
的
に
国
民
文

化
祭
の
周
知
を
行
う
場
合
、
施
設

使
用
料
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

■
横
手
市
み
ど
り
公
社
解
散

　

遊
休
農
地
の
縮
小
な
ど
を
目
的

に
設
立
し
た
財
団
法
人
横
手
市
み

ど
り
公
社
は
、
農
地
利
用
集
積
円

滑
化
事
業
を
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と

に
引
き
継
ぐ
こ
と
で
協
議
し
て
き

ま
し
た
が
、
昨
年
10
月
19
日
に
同

Ｊ
Ａ
が
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団

体
の
承
認
を
受
け
、
12
月
か
ら
本

格
的
に
事
業
を
開
始
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
今
年
３
月
28
日
に
残
余

財
産
を
市
に
寄
付
し
、
解
散
の
手

続
き
を
完
了
し
ま
し
た
。

■
横
手
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
設
立

　

交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

５
月
９
日
、
民
間
企
業
等
１
０
５

団
体
の
参
画
に
よ
り
『
横
手
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
』
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

県
内
で
は
秋
田
市
に
次
い
で
２

例
目
と
な
り
、
各
種
大
会
や
会
議

な
ど
の
誘
致
、
会
場
の
手
配
や
宿

泊
施
設
の
案
内
、
お
土
産
や
観
光

地
の
紹
介
等
で
、
主
催
団
体
が
事

業
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

市 議 会
６月定例会
市長所信説明

　横手市議会６月定例会が６月10日から６月26日までの日程で
開催されました。開会にあたり、五十嵐市長が行った所信説明
の中から、主な内容を抜粋してお知らせします。
（市のホームページに全文を掲載しています※ページ番号000015000）

　横手市議会６月定例会が６月10日から６月26日までの日程で
開催されました。開会にあたり、五十嵐市長が行った所信説明
の中から、主な内容を抜粋してお知らせします。
（市のホームページに全文を掲載しています※ページ番号000015000）

　　

３
年
連
続
の
記
録
的
な
豪
雪
に

よ
り
、
今
年
は
特
に
雪
解
け
が
遅

れ
、
さ
ら
に
は
低
温
や
日
照
不
足

と
い
っ
た
天
候
不
順
が
続
き
、
桜

の
開
花
が
大
幅
に
ず
れ
込
む
な
ど
、

平
年
よ
り
遅
い
春
の
訪
れ
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
農
家
の
春
作
業
が

遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
５
月
下
旬

に
好
天
が
続
き
、
そ
の
後
は
徐
々

に
回
復
へ
と
向
か
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
作
物
に
よ
っ
て
は
生
育
の

バ
ラ
ツ
キ
が
見
ら
れ
る
た
め
、
今

後
も
、
天
気
予
報
等
の
情
報
や
当

面
の
技
術
対
策
等
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
農
家
へ
の
周
知
徹
底
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

内
閣
府
が
公
表
し
た
５
月
の
月

例
経
済
報
告
に
よ
る
と
、
景
気
は

緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
お
り
、
次

第
に
回
復
へ
と
向
か
う
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
お
け

る
４
月
の
新
規
採
用
者
数
は
、
例

年
よ
り
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

し
ば
ら
く
は
商
工
業
や
農
業
等
へ

の
支
援
を
進
め
な
が
ら
産
業
経
済

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
雇
用
、
所

得
環
境
の
改
善
に
努
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
３
月
に
公
表

し
た
『
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計

人
口
』
に
よ
る
と
、
当
市
に
お
い

て
も
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が

ま
す
ま
す
進
む
報
告
と
な
り
ま
し

た
。
当
市
で
は
昨
年
度
、
高
齢
化

や
過
疎
化
が
進
む
４
つ
の
地
域
で

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
高
齢
者

へ
の
除
雪
支
援
や
買
い
物
支
援
な

ど
を
行
う
社
会
実
験
が
展
開
さ
れ
、

地
域
の
高
齢
者
の
方
々
か
ら
好
評

を
得
た
と
の
報
告
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

人
口
の
減
少
そ
の
も
の
は
避
け

ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
共

助
に
よ
る
地
域
組
織
づ
く
り
へ
の

財
政
的
な
支
援
等
に
よ
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
地
域
社
会
づ

く
り
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
最
大
の
課
題
と
感
じ
て

い
ま
す
。

横
手
市
自
治
基
本
条
例

　

『
ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公
は
市

民
で
あ
る
』
と
い
う
大
原
則
の
も

と
、
『
市
民
・
議
会
・
行
政
』
の

果
た
す
べ
き
役
割
と
市
政
運
営
の

基
本
理
念
や
基
本
原
則
を
、
総
合

的
・
体
系
的
に
明
文
化
し
た
「
横

手
市
自
治
基
本
条
例
（
案
）」を
、

今
議
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

幸
せ
な
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
『
市
民
・
議
会
・
行
政
』

が
こ
の
条
例
に
掲
げ
る
理
念
を
共

有
し
、
横
手
市
に
か
か
わ
る
全
て

の
人
々
の
市
政
へ
の
参
画
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

成
人
風
し
ん
予
防
接
種
事
業

　

妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん
に

感
染
し
た
場
合
、
生
ま
れ
た
子
に

心
疾
患
や
白
内
障
、
難
聴
な
ど
の

『
先
天
性
風
疹
症
候
群
』
を
引
き

起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
、
女
性
ば
か

り
で
な
く
そ
の
配
偶
者
等
も
予
防

接
種
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
が
市
町
村
へ
予

防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

方
針
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
受

け
、
市
で
は
今
年
度
中
に
23
歳
か
ら

45
歳
ま
で
の
年
齢
に
達
す
る
方
々

を
対
象
に
、
風
し
ん
の
予
防
接
種

費
用
全
額
を
助
成
し
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
積
極
的
に
働
き
か
け
を

し
て
い
き
ま
す
。

秋
田
Ｄ
Ｃ
に
向
け
た
取
り
組
み

　

今
年
10
月
〜
12
月
の
３
カ
月
間
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社
に
よ
る
秋
田

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
（
秋
田
Ｄ
Ｃ
）
が
展
開
さ
れ

ま
す
。

　

当
市
も
、
県
や
横
手
・
湯
沢
地

域
部
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

『
こ
ま
ち
蔵
し
っ
く
号
』
の
運
行

や
、
旅
行
代
理
店
へ
商
品
の
企
画

販
売
を
働
き
か
け
る
な
ど
、
広
域

的
に
誘
客
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
10
月
12
日
〜
14
日
ま
で

の
３
日
間
、
秋
田
駅
と
横
手
駅
間

で
の
Ｓ
Ｌ
運
行
に
合
わ
せ
、
横
手

駅
西
口
駅
前
振
興
組
合
や
横
手
駅

前
商
店
街
振
興
組
合
と
の
協
働
で
、

横
手
駅
周
辺
を
主
会
場
と
し
た
歓

迎
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
お
り
、

Ｓ
Ｌ
の
乗
客
や
フ
ァ
ン
を
は
じ
め
、

市
内
外
か
ら
の
多
く
の
観
光
客
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

横
手
デ
マ
ン
ド
交
通

　

実
証
実
験
運
行
を
行
っ
て
い
る

『
横
手
デ
マ
ン
ド
交
通
』
は
、
今

年
３
月
末
時
点
で
運
行
回
数
が
約

２
万
８
千
回
、
利
用
者
数
が
３
万

６
千
人
弱
と
な
っ
て
お
り
、
１
日

あ
た
り
の
平
均
運
行
回
数
は
約
１

０
０
回
、
平
均
利
用
者
数
は
約
１

３
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
乗
り
換
え
ポ
イ
ン

ト
を
増
設
す
る
な
ど
し
て
お
り
、

当
市
に
適
し
た
運
行
形
態
や
料
金

体
系
、
ま
た
既
存
公
共
交
通
と
の

連
携
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

選
定
に
向
け
て

　

昨
年
12
月
16
日
、
横
手
市
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
審
議
会
に
『
横

手
市
増
田
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
保
存
計
画
（
案
）
』
を
諮
問

し
て
い
ま
し
た
が
、
５
月
19
日
に

開
催
さ
れ
た
保
存
審
議
会
で
、
計

画
の
決
定
に
つ
い
て
答
申
を
受
け

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
保
存
地
区
に
つ
い
て
は
、

５
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
横
手
市

都
市
計
画
審
議
会
に
お
い
て
保
存

地
区
の
位
置
や
面
積
に
つ
い
て
諮

問
し
、
答
申
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
後
、
６
月
24
日
開
催
の
横
手
市

教
育
委
員
会
に
諮
り
、
『
横
手
市

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
』
と

し
て
告
示
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
国
に
『
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
』
選
定
へ
の
申

し
出
を
行
う
べ
く
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

　

課
税
所
得
が
増
加
し
て
い
る
状

況
か
ら
、
財
政
推
計
に
よ
る
予
算

額
が
確
保
で
き
る
見
込
み
で
あ
る

た
め
、
今
年
度
の
国
保
税
率
に
つ

い
て
は
、
『
第
２
期
・
財
政
健
全

化
計
画
』
に
基
づ
き
据
え
置
く
と

い
う
考
え
方
で
、
今
議
会
に
計
上

し
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
よ
こ
て
整
備
・

運
営
事
業

　

３
月
23
日
開
催
の
事
業
者
選
定

審
査
委
員
会
に
よ
る
協
議
の
結
果
、

『
荏
原
環
境
プ
ラ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
』

が
優
秀
提
案
者
と
し
て
選
定
さ
れ
、

３
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
契
約
審

査
会
に
お
い
て
同
グ
ル
ー
プ
を
落

札
者
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

運
営
維
持
管
理
を
担
う
特
別
目

的
会
社
『
株
式
会
社
よ
こ
て
Ｅ
サ

ー
ビ
ス
』
が
設
立
さ
れ
、
５
月
31

日
に
は
基
本
仮
契
約
や
建
設
工
事

請
負
仮
契
約
な
ど
４
つ
の
仮
契
約

を
取
り
交
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
議
会
に
契
約
締
結
の
た
め
の
議

案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

経
済
雇
用
対
策

　

今
年
度
は
市
内
す
べ
て
の
事
業

所
を
対
象
に
、
市
民
の
方
を
正
規

雇
用
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
、
一

人
あ
た
り
50
万
円
の
雇
用
奨
励
金

な
ど
を
交
付
す
る
『
安
定
雇
用
・

人
材
育
成
促
進
事
業
』
を
実
施
し

て
お
り
、
他
の
支
援
制
度
も
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
専
門
職
員

を
配
置
し
、
訪
問
に
よ
り
周
知
と

相
談
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
内
商
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

も
、
商
工
団
体
等
と
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
商
業
活
性
化
事
業
や
魅

力
あ
る
お
店
づ
く
り
事
業
に
よ
り
、

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

焼
鳥
・
惣
菜
の
製
造
販
売
を
行

う
『
株
式
会
社
日
本
一
』
の
進
出

に
関
し
て
は
、
４
月
18
日
付
け
で

『
日
本
一
フ
ー
ド
秋
田
株
式
会
社
』

が
市
内
に
設
立
さ
れ
、
５
月
29
日

に
は
横
手
第
二
工
業
団
地
内
に
お

い
て
、
製
造
工
場
の
起
工
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
円
滑
に

創
業
で
き
る
よ
う
各
種
手
続
き
に

つ
い
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民

が
雇
用
さ
れ
る
よ
う
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し

求
人
情
報
の
周
知
な
ど
に
つ
い
て

も
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
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■一般会計補正額　　　　　　 　１億２,３６０万９千円
◎主な補正予算の内容
　●食・農・観deまちづくり推進事業･･････････････ ７００万円
　●保育士等処遇改善臨時特例事業･･・････・・ ４，１８６万６千円
　●成人風しん予防接種事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３，４１６万円
　●農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業
　　　　　　　　　　　･･･････････････････ ３，９６５万５千円
　●戸別所得補償経営安定推進事業・・・・・・・・・ ３，６８８万５千円
　●大雄地区小学校統合事業・･････・・･･・・･・・ ６，１５９万５千円
　●雄物川地区小学校統合事業････・・･･・・･・・ ４，６３８万７千円
■補正後の予算総額　　　　５０２億２,９６０万９千円

今議会で提案された一般会計補正予算

市民が主人公の
まちづくりを推進
市民が主人公の
まちづくりを推進

く 

ら



〜
新
た
な
地
域
交
通
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
向
け
て
〜

『
横
手
デ
マ
ン
ド
交
通
』実
証
実
験
報
告

『
横
手
デ
マ
ン
ド
交
通
』実
証
実
験
報
告

横手デマンド交通実証実験報告

    

  

平
成
24
年
度
に
行
っ
た
横
手
デ
マ

　
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
結
果

  

横
手
市
と
横
手
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
で
は
、
新
た
な
公
共
交
通
機
関
の
実

現
に
向
け
て
、
平
成
24
年
４
月
16
日
か
ら
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
『
横
手
デ
マ
ン
ド
交

通
』
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
実
験
に
よ
っ
て
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の

把
握
、
市
の
負
担
状
況
、
問
題
点
な
ど
さ
ま
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し
て
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ま
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※出発地と目的地をエリア単位で集計
　した結果、71.5％が同一エリア内で
　運行されていました。

③エリア別運行状況

別エリア
運行

同一エリア
運行

71.5％

28.5％

※休日運行の利用人数は平日の34.7％となっています。
　休日運行は、平成24年７・８月、平成25年２・３月に行
　いました。

④曜日別利用状況(平均利用人数）
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【デマンド交通運行エリア】

大森エリア 大　雄
エリア

平鹿エリア

十文字エリア

山内エリア

増田エリア

横手エリア

雄物川エリア

※エリアは旧市町村単位
中心部バスゾーン

※利用者の56.8％が午前中の利用となっています。１日のピークは午前９時から11
　時になっています。

②時間帯別利用状況
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15
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16
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＊
デ
マ
ン
ド
交
通
に
期
待
す
る
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◎
土
・
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運
行
す
る
こ
と

　

◎
予
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時
間
の
短
縮
（
現
行
１
時
間
前
を

　
　

30
分
前
ま
で
に
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ど
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◎
運
行
の
地
域
制
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（
中
心
部
バ
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ゾ
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◆
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＊
必
要
で
あ
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ほ
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い
行
き
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◎『
病
院
』・・
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◎『
ス
ー
パ
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マ
ー
ケ
ッ
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』・・
69
％

＊
運
行
間
隔

　

30
分
〜
60
分
に
１
本
・
適
当
・・
82
％

　平日の午後、健康
温泉やさくら荘まで
利用しています。タ
クシーより料金が安
く、助かっています。
１時間前に予約する
ことにも慣れました。
今後も引き続き、利
用していきたいと思
っています。

遠藤カネさん
大森・峠町頭（84歳）

欠かせない交通手
段になっています ～利用者の声～

【平成24年度に行った横手デマンド交通の実証実験結果】

※70歳以上の世代の利用が全利用者の77.1％を占めています。利用の際、  
　年齢確認をしていないため、運転手が推定した年齢を採用しています。

169 213 590 544

①年代別利用状況
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90代80代70代60代50代40代30代20代20歳未満

今秋からの本格運行に向けて準備を進めています今秋からの本格運行に向けて準備を進めています

　新しい公共交通システムとしてデマンド交通の
実証実験が始まり１年以上が経過しました。現在、
第２期実証実験を継続中で、今秋の本格運行を目
指して準備を進めています。
　今回の実証実験やアンケート結果から『デマン
ド交通』は新しい公共交通として多くの市民に受
け入れられており、本格運行を望む声をたくさん

いただいています。
　しかし、同時にさまざまな意見や要望も寄せら
れています。これらの課題を一つひとつ改善しな
がら、今後、市民の皆さんが利用しやすく、また
持続可能な公共交通システムの構築を目指してい
きます。

(人）



横手地域づくり協議会横手地域づくり協議会
■よこてお城山クラフトフェア
　「つくり手と使い手が横手でつなが
る」をキャッチフレーズに、市内外で
手作り雑貨を制作している方々のオリ
ジナル作品を展示・販売するほか、出
展者等の作品を集めた特別展示を行い
ます。

■ＹＯＫＯＴＥ音ＦＥＳＴＩＶＡＬ
　音楽を通して子供からお年寄りまで
一体感が生まれ、横手に活気をもたら
すことを目的に開催されます。今年は
中心市街地の５会場でストリート演奏
が行われます。

■グラウンド・ゴルフ大会
　横手市民を対象とした市民グラウン
ド・ゴルフ大会です。３ラウンド、４
ラウンド、６ラウンドの３種類のコー
スを設け個人戦を行います。横手市全
体の元気なまちづくり、健康で活力に
満ちた生活を目指します。

増田地域づくり協議会増田地域づくり協議会
■増田「蔵の日」開催支援事業
　増田の伝統的建造物が残る歴史的ま
ちなみや内蔵を公開し、重要な観光資
源として見直し、保護および地域活性
化のための事業を支援します。今年は
10月27日に『蔵の日』開催を予定して
います。

■三世代交流助成事業
　増田地域内の41集落を対象に、親・
子・孫三世代や住民間交流を深める事
業を支援し、人と人との結びつきや地
域コミュニティを強める契機とします。

■手作りアルプホルンクラブ結成活動支援事業
　秋田県では初となる、杉の間伐材を
使ったアルプホルン製作と、演奏する
クラブ結成を支援します。また、神奈
川県厚木市の玉川アルプホルンクラブ
との交流事業を支援します。

平鹿地域づくり協議会平鹿地域づくり協議会
■平鹿音楽祭

■スポーツ夢プラン

■イルミネーション事業

雄物川地域づくり協議会雄物川地域づくり協議会
■わくわくフェアｉｎおものがわ
　毎年、多くの来場者でにぎわうこの
イベントは、雄物川河川公園を会場に、
水遊びや自然体験の場を子どもたちへ
提供しながら、特産品のＰＲなどを行
います。

■かまくらｉｎ木戸五郎兵衛村
　“昼のかまくら”と“おもてなし”
をキーワードに開催しています。地域
の女性ボランティアスタッフが、自家
製の漬物を持ち寄り、多くの観光客を
もてなします。

■沼の柵関連事業
　平成24年に中尊寺から株分けしてい
ただいた「中尊寺ハス」を植栽してい
る池の拡張工事を行います。ハスの開
花予定は、７月下旬から８月下旬とな
ります。

　「地域の人々に元気とやすらぎを」と
の願いを込めて開催する吹奏楽を中心
とした音楽祭です。県内トップレベル
の実力を誇る、平鹿地域の小・中・高吹
奏楽部と横手吹奏楽団が出演します。

　全国的に活躍しているスポーツ選手
を招いて直接指導していただくことで、
児童・生徒の心・技・体のレベルアッ
プを目指します。また、夢に向かって
努力することの大切さを学びます。

　槻の木光のファンタジーとタイアッ
プし、槻の木と琵琶沼周辺に２万５千
個のＬＥＤを灯し、平鹿地域のＰＲと
活性化を図ります。東北でも有数のイ
ルミネーションとして多くの観光客で
にぎわいます。

十文字地域づくり協議会十文字地域づくり協議会
■地域活性化イベント支援事業（猩々まつり）

■十文字和紙活用事業

■じゅうもんじ音楽祭支援事業

山内地域づくり協議会山内地域づくり協議会
■芝桜園・管理育成事業
　大松川ダム公園内にある芝桜につい
ては、13地区住民との協働により除草
を実施しており、地域の宝として大切
に育てています。

■山内子育て支援ネットワークづくり事業
　子育て世代が安心して育児ができる
よう各機関による情報交換を行い、意
識の共有と協力体制を構築します。子
育て講演会を開催し、地域ぐるみでの
子育て支援を推進します。

■地域防災力強化事業
　各地区避難所等に発電機などの災害
対策用品を配備し、防災訓練等の実施
を通じて地域支え合い活動を推進しま
す。

大雄地域づくり協議会大雄地域づくり協議会
■集落座談会の開催
　『地域住民の声を反映した地域づく
り』を進めるため、地区会議と連携し、
市政に関する要望や意見を聴く場とし
て、集落座談会を行います。

■サマーフェスティバルへの支援
　スタジアム大雄駐車場を会場に歌謡
ショーやビアガーデン、花火大会、そ
して特産のホップを使ったイベントや
熱気球の係留体験など、地域一番のお
祭りを支援します。

■たいゆう緑花園の支援
　たいゆう緑花園の魅力向上を図るた
め、花が咲きそろう頃の『パノラマフ
ェスタ』、新鮮な野菜を販売する『軽
トラ市』を行います。

大森地域づくり協議会大森地域づくり協議会
■都市農村交流の推進
　地名の縁で15年以上も交流のある東
京都大田区大森エリアと当地において、
子どもたちが互いの地域を訪ね、その
土地ならではの伝統や文化に触れる双
方向型の体験交流を行います。

■「大森の特産品」販売組織育成事業
　仙台市や首都圏のアンテナショップ
等を通じ、地域の特産品を売り込むた
め、大森地域の窓口となる組織の育成
を図ります。（※写真は、東京都大田
区「安田屋」さんの店先）

■ケヤキ並木イルミネーション
　年末年始にかけて大森庁舎前のケヤ
キ並木を電飾し、道行く人々や地域の
方々に、光り輝く美しい情緒ある景観
を提供する事業です。

　十文字発祥の碑、猩々（しょうじょ
う）様をまつる「猩々まつり」を支援
する事業です。お酒に関するイベント
やよさこい踊りなどが行われ、今年は
７月27日に開催されます。

　江戸時代から受け継がれてきた「十
文字和紙」の職人は佐々木清男氏ただ
ひとりです。「十文字和紙」を伝承活
用し、地域振興と後継者育成を図るた
め体験教室、展示会などを開催します。

　地域の方々に、安らぎと元気、感動
を与える『じゅうもんじ音楽祭』の開
催を支援し〝文化のまち十文字〟の音
楽・文化活動の活性化を図ります。

みんなの声で地域づくり！

キーワードは

　『地域づくり協議会』は、市内８地域に設置さ
れている“住民主体のまちづくり組織”です。
地区会議の代表や商工会、ＪＡ、ＰＴＡなど、
さまざまな団体や公募による委員で構成されて
います。
　「地域の課題を解決したい」、「地域資源を活用
したい」といった地域の声を『元気の出る地域
づくり事業』として反映させ、地域の各団体と
協力しながら事業を行っています。
　今回は、各地域づくり協議会の主な事業を紹
介します。

子どもたちがのびのび暮らせるまちにしたいわ！

地域のみんなが

　　支え合うことが

　　　　
大事ね!

地域の声地域の声

地域づくり協議会地域づくり協議会

地域づくり協議会地域づくり協議会地域づくり協議会 平成25年度“元気の出る地域づくり事業”平成25年度“元気の出る地域づくり事業”

“みんなが主役”“みんなが主役”“みんなが主役”

地域をイベントで　盛り上げたいなぁ！
地域の安全安心な

特産品を売り込むぞ！
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①公営住宅
築年度
Ｈ１
Ｓ54
Ｈ９
Ｈ11
Ｈ18
Ｈ５
Ｈ14
Ｓ56
Ｓ51
Ｈ８

間取り
２ＬＤＫ
３ＤＫ
３ＬＤＫ
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ
２ＬＤＫ
２ＬＤＫ
３ＤＫ
２ＤＫ
３ＬＤＫ

家賃（円）
16,500～
11,500～
24,000～
20,900～
27,500～
18,000～
18,300～
16,900～
10,000～
17,500～

      建築様式
３階建ての２階
２階建て（集合）
木造平屋建て
２階建ての２階　
木造２階建て（２戸１棟）
木造２階建て（２戸１棟）
２階建ての１階
３階建ての３階
２階建て（集合）
木造２屋建て（２戸１棟） 

募集戸数
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

地域名
横　手

雄物川

平　鹿

大　森

山　内
十文字

②特定公共賃貸住宅
募集戸数
１
１
１
１

      建築様式
木造平屋建て
木造平屋建て
３階建ての３階
３階建ての３階

地域名

平　鹿

大　森

    名　　称

五十田団地

特定西野住宅

間取り

３ＤＫ

１ＬＤＫ
３ＬＤＫ

築年度

Ｈ９

Ｈ10

家賃（円）
51,600～
52,100～
30,000
50,000

③定住促進住宅
募集戸数
１

      建築様式
２階建ての１階

地域名
山　内

    名　　称
南相野々住宅

間取り
１ＬＤＫ

築年度
Ｈ17

家賃（円）
29,000

   　 名　　称
南朝日が丘住宅セカンド
第二道川団地

五十田団地

醍醐団地
今宿第３団地
今宿第４団地
大中島住宅
十五野住宅
ニュータウンいわせ 教　育

　

平
成
27
年
４
月
に
雄
物
川
北
、

南
、
福
地
小
学
校
が
統
合
し
、
雄

物
川
小
学
校
が
開
校
し
ま
す
。

　

夢
や
希
望
を
持
っ
て
学
校
生
活

を
送
る
子
ど
も
た
ち
に
ふ
さ
わ
し

い
校
歌
の
歌
詞
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格

＊
横
手
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

＊
横
手
市
内
に
通
学
ま
た
は
通
勤

　

し
て
い
る
方

＊
横
手
市
出
身
の
方

＊
横
手
市
に
以
前
住
ん
で
い
た
方

　

等
ゆ
か
り
の
あ
る
方

◆
応
募
期
限

　

９
月
13
日（
金
）

◆
応
募
方
法

　

任
意
の
用
紙
に
歌
詞
を
記
載
し

　

持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
の
い

　

ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し
て
く

　

だ
さ
い
。
ま
た
市
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も

　

応
募
で
き
ま
す
。

◆
留
意
点

　

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電

　

話
番
号
、
生
年
月
日
、
職
業
ま

　

た
は
学
校
名
を
記
入
し
た
も
の

　

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
１
人

　

ま
た
は
１
団
体
、
１
作
品
ま
で

　

と
し
、
歌
詞
は
３
番
以
内
と
し

　

ま
す
。
作
品
中
の
漢
字
に
は
、

　

ふ
り
が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の
も

　

の
で
他
者
の
知
的
所
有
権
等
を

　

侵
害
し
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
応
募
先
】

  

〒
０
１
３
‐
０
０
２
３　

　

横
手
市
中
央
町
８
番
12
号

　

市
教
育
委
員
会
学
校
統
合
推
進

　

課
（
か
ま
く
ら
館
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
４
５

　
　

３
２
‐
４
０
３
４　

平
成
27
年
４
月
開
校　

雄
物
川
小
学
校
校
歌
の『
歌
詞
』を
募
集
し
ま
す

ＨＰページ番号／000015016成人式
　

新
成
人
の
皆
さ
ん
を
祝
福
し
、

将
来
の
活
躍
を
願
う
た
め
、
横
手

市
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。
成
人

式
は
、
同
じ
市
に
生
ま
れ
育
っ
た

若
者
が
一
堂
に
会
す
る
、
旧
友
と

の
再
会
の
場
で
あ
り
、
新
た
な
出

発
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
８
月
15
日（
水
）午
前
10

　

時
〜
※
午
前
９
時
30
分
受
付
開

　

始
◆
場
所
／
横
手
市
民
会
館

◆
対
象
者
／
平
成
４
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
に
生

　

ま
れ
た
方　
　
　
　

　
　

平
成
25
年
度
横
手
市
成
人
式
を
開
催
し
ま
す

ＨＰページ番号／000015096

表　彰
 

市
で
は
、
優
れ
た
技
能
を
持
ち
、

後
進
の
指
導
育
成
な
ど
に
貢
献
し

て
い
る
方
を
『
技
能
功
労
者
』
と

し
て
、
各
種
大
会
入
賞
な
ど
優
れ

た
技
能
を
持
っ
て
い
る
方
を
『
優

良
技
能
者
』と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

次
の
表
彰
基
準
に
該
当
す
る
方
を

ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

◆
表
彰
基
準

《
技
能
功
労
者
表
彰
》

＊
技
能
を
通
じ
て
後
進
の
指
導
育 
 
 
 
 
 
 
 

 

成
を
行
い
、
ま
た
は
技
能
者
の 
 

 

育
成
に
寄
与
さ
れ
た
方

＊
業
種
の
発
展
に
貢
献
、
ま
た
は 
 

 

保
存
・
継
承
に
寄
与
さ
れ
た
方

＊
極
め
て
優
れ
た
技
能
を
有
し
、  
 

 

勤
務
実
績
お
よ
び
日
常
生
活
に 
 

 

お
い
て
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ 
 
 

 

る
方

＊
市
内
に
居
住
し
、
か
つ
勤
務
し 

 

て
お
り
、
４
月
１
日
現
在
、
満 

 

年
齢
60
歳
以
上
で
経
験
年
数
が 

　

25
年
以
上
の
方

＊
市
税
に
滞
納
が
な
い
方

《
優
良
技
能
者
表
彰
》

＊
県
大
会
以
上
の
技
能
競
技
会
に

　

お
い
て
入
賞
し
た
方
、
ま
た
は

　

こ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
方

＊
職
業
能
力
開
発
促
進
法
の
規
定

　

に
基
づ
く
技
能
検
定
１
級
に
合

　

格
し
た
方
、
ま
た
は
こ
れ
と
同

　

等
と
認
め
ら
れ
る
方

＊
勤
務
実
績
お
よ
び
日
常
生
活
に

　

お
い
て
、
他
の
模
範
と
認
め
ら

　

れ
る
方

＊
市
内
に
居
住
し
、
か
つ
勤
務
し

　

て
い
る
方

＊
市
税
に
滞
納
が
な
い
方

◆
推
薦
書
類

 

推
薦
調
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
希
望
さ
れ
る
方

に
は
送
付
し
ま
す
。

◆
推
薦
期
限

　

８
月
９
日（
金
）

　

※
原
則
と
し
て
団
体
に
よ
る
推

　

薦
と
な
り
ま
す
。
同
一
事
業
所

　

か
ら
の
推
薦
は
１
人
と
な
り
ま

　

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

 

市
産
業
経
済
部
商
工
労
働
課（
県

　

平
鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　

３
２
‐
２
１
１
５

技
能
功
労
者
・
優
良
技
能
者
を
表
彰
し
ま
す

ＨＰページ番号／000001328

＊各地域から送迎バスを運行します。会場駐車場
　の駐車台数が限られていますので、できるだけ
　送迎バスをご利用ください。
【各地域の送迎バスの出発時間と集合場所】

◆問合せ
　市教育委員会生涯学習課
　（かまくら館内）
　　35-2254

地　域
増　田
平　鹿
雄物川
大　森
十文字
山　内
大　雄
横　手

出発時間
９時10分
９時10分
９時00分
９時00分
９時20分
９時10分
９時20分

　送迎バス出発（集合）場所
増田ふれあいプラザ前
浅舞公民館前
雄物川コミュニティセンター前
大森地域局前
十文字文化センター前
鶴ケ池荘前
大雄地域局前

送迎バスは運行しません

市長面会日のお知らせ
◆日　　時／７月26日(金)午前９時～10時30分
　　　　　　※１人につき15分で６人までになります
◆申込期限／７月23日(火)午後５時
◆申 込 み／市総務企画部市長公室秘書・政策調整担当     
            　35-2111（内線1033、1034）

【市内の空間放射線量】 期間／５月21日～６月20日
◆場所／横手消防署・雄物川分署・十文字分署
◆結果／毎時0.04～0.07マイクロシーベルト

○固定資産税２期 ○国民健康保険税１期
○介護保険料１期 ○後期高齢者医療保険料１期 
　納期限は７月31日です
◆市税等の納付は便利・安心・確実な
  口座振替で！  口座振替の方は残高
　確認をお忘れなく！
◆市財務部納税課（横手庁舎）  32-2518

○固定資産税２期 ○国民健康保険税１期
○介護保険料１期 ○後期高齢者医療保険料１期 
　納期限は７月31日です
◆市税等の納付は便利・安心・確実な
  口座振替で！  口座振替の方は残高
　確認をお忘れなく！
◆市財務部納税課（横手庁舎）  32-2518
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５
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６
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【昨年の成人式の様子】

外国人住民の方にも住民基本台帳ネットワーク
システム（住基ネット）の運用が開始されます
                  　 ＨＰページ番号000008600

外国人住民の方にも住民基本台帳ネットワーク
システム（住基ネット）の運用が開始されます
                  　 ＨＰページ番号000008600

住民票 
コード 

　７月８日から、外国人住民の方の住民票に住民票
コードが記載されます。住民票コードは、住基ネッ
トで、全国共通の本人確認を行うために必要な、無
作為の11桁の番号です。横手市に住民票のある外国
人の方に住民票コードを郵送しますので、ご確認い
ただきご利用ください。
　また、外国人住民の方にも住民基本台帳カード
（住基カード）の発行が可能になります。顔写真付
の住基カードは公的な身分証明
書として、また、国税の電子申
告(ｅ-Ｔａｘ)などで使用する電
子証明書用の認識カードとして
ご利用いただけます。
◆問合せ／市市民生活部市民課（横手庁舎内）
　　　　　　35-2176



市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

■胃がん検診無料クーポン券を配布します
　　　　　　　　　　　　　ＨＰページ番号／000005429
　胃がん検診の無料クーポン券と検診手帳を７月上旬
に対象者に送付します。検診日程は一緒に送付される
通知をご覧ください。
　無料クーポン券を利用して検診を受けましょう。
◆対象者／平成24年度中に40歳・50歳になった方

■日本脳炎の予防接種を受けましょう
　　　　　　　　　　　　　　 ＨＰページ番号／000001381
　日本脳炎の予防接種後に重い病気になった事例があ
り、平成17年度から平成21年度まで、積極的な勧奨が
控えられていました。その後、新たなワクチンが開発
され、現在は通常どおり受けられるようになっていま
す。母子健康手帳を確認の上、接種をまだ受けられて
いない方は、早めに接種してください。
◆接種場所／協力医療機関　◆接種費用／無料
◆接種回数および年齢／
　【１期初回（２回）】標準的な接種年齢は３歳
　【１期追加（１回）】標準的な接種年齢は４歳
　【２期（１回）】標準的な接種年齢は９歳
　※平成７年４月２日～平成19年４月１日に生まれた
　方は、日本脳炎１期、２期の定期接種が20歳未満まで
　延長されています。
◆接種方法／事前に医療機関に予約の上、母子健康手
　帳と予診票を持参し接種してください。予診票が手
　元にない方はお問い合わせください。

　問合せ・申込み
　  市健康福祉部健康推進課（横手保健センター内）
　    33-9600、または各地域局市民福祉課

■歯周疾患検診が始まります
　　　　　　　　　　　　　   ＨＰページ番号／000005429
　生涯、自分の歯で楽しくおいしく食べられるよう、
７月から『歯周疾患検診』を実施します。口腔の健康
管理のため、検診を受けましょう。
◆対象者／今年度40歳・50歳・60歳・70歳になる方。
　対象者には、はがきで通知書兼受診券を郵送します。
◆期間／平成25年７月１日（月）～12月31日（火）
◆受診費用／無料
◆実施場所／市内協力歯科医療機関
　※事前に電話等で予約してください　

■一般不妊治療費を助成します
　　　　　　　　　　　　　   ＨＰページ番号／000005506
　不妊治療を受けている夫婦に、治療にかかる費用の
一部を助成します。対象となる不妊治療は、医師が認
めた不妊検査や一般不妊治療、人工授精が対象で特定
不妊治療は含みません。
◆対象者／
　①医師により不妊治療が必要と認められた方
　②県内の医療機関で不妊治療を受けている方
　③夫婦のどちらかの住所が１年以上横手市にある方
　④医療保険に加入している方
　⑤夫婦双方に市税の滞納がない方
◆助成額／平成25年３月から平成26年２月までに医療
　機関に支払った自己負担額の２分の１、夫婦合計額
　の上限は15万円
◆申請方法／各地域局保健福祉担当窓口（横手地域は
　健康推進課）備え付けの申請書に記入し、提出して
　ください。申請書は市ホームページからもダウンロ
　ードできます。

　～検診、治療費助成、予防接種について～ 健康推進課からのお知らせ　～検診、治療費助成、予防接種について～ 健康推進課からのお知らせ

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページＩＤを入力すると関連情報がご覧いただけます

　野菜等の施設栽培に使用するもみ殻を燃料とした
暖房機器の有効活用に向けて補助制度を設けました。
◆対象経費／もみ殻ボイラー等機器の購入費
◆補助額／対象経費の２分の１以内
◆対象者／市内に住所を有する認定農業者、集落営
　　　　　農組織、農作業受託組織、認定就農者、
　　　　　ＪＡ、ＪＡ等の生産部会等。
　　　　　申請者および同一世帯内の人に、市税の
　　　　　滞納がないこと。
◆申込方法／申請書類の配布、申請受付は、農業政
　　　　　　策課、または各地域局産業建設課で行
　　　　　　います。
◆申込期間／７月10日（水）～８月９日（金）
　　　　　　※期間内でも予算がなくなりしだい受
　　　　　　　け付けを終了します。
◆問合せ／〒013-8502　横手市旭川一丁目３番41号
　        市産業経済部農業政策課（県平鹿地域振    
          興局内)  32-2112

もみ殻ボイラー等設置補助金についてもみ殻ボイラー等設置補助金について

　市では、補助金交付に関して統一的な基準を策定
し、運用しています。現在交付している補助金のう
ち終期に達した補助金について、交付継続の必要性
や妥当性を審査していただく委員を募集します。
◆応募資格／市内在住または市内に勤務している20
　　　　　　歳以上の方　※募集人数は若干名
◆審査日時／【事前審査会】７月23日（火）午後から
　（予定） 　【審査会】８月９日（金）終日
◆応募方法／任意の用紙に氏名、年齢、住所、電話
　　　　　　番号、応募動機を記入し、組織機構再
　　　　　　編室または各地域局地域振興課へ持参・
　　　　　　郵送・ファクスのいずれかの方法で応
　　　　　　募してください。市のホームページの
　　　　　　応募フォームからも応募できます。
◆応募期限／７月12日(金)必着
◆問合せ／〒013-8601　横手市条里一丁目１番64号
　　　　　市総務企画部組織機構再編室(南庁舎内)
　　　　　  35-2266  33-6061　

横手市補助金等審査会委員を募集します横手市補助金等審査会委員を募集します
ＨＰページ番号000011308ＨＰページ番号000011308 ＨＰページ番号000015146ＨＰページ番号000015146

　下水道・集落排水・浄化槽事業の経営の安定化と
効率化の方策について、ご意見をいただくため、横
手市下水道事業経営協議会委員を募集します。
◆募集人数
　各地域局管内から１人ずつ、計８人
　※応募多数の場合は選考により決定します。
◆応募資格
　＊下水道事業の運営などに関心がある方
　＊７月１日現在、横手市に１年以上居住している
　　20歳以上の方
　＊平日の日中に開催される会議に出席できる方
◆委嘱期間・会議予定
　委嘱の日から２年間、年２～３回会議開催予定
◆応募期限
　７月10日（水）
◆応募方法
　住所・氏名・年齢・電話番号・応募理由を明記し  
  て、はがきやファクスで応募してください。市の
　ホームページの応募フォームからも応募できます。
◆申込み
　〒013-0022  横手市四日町３番23号  市上下水道   
  部経営管理課(水道庁舎内）  35-2251  33-3429

下水道事業経営協議会委員を募集します下水道事業経営協議会委員を募集します

施設の指定管理者を募集します施設の指定管理者を募集します ＨＰページ番号／000001935ＨＰページ番号／000001935

  市では、公の施設の運営を効果的かつ効率的に行う
ため、指定管理者制度を適用しています。次の施設の
平成26年４月１日以降の指定管理者を募集します。募
集要項などの詳細は、各担当課にお問い合わせいただ
くか、市のホームページをご覧ください。

◆募集期限
　８月23日（金）正午まで
◆指定管理期間
  ①～⑫は平成26年４月１日から５年間
  ⑬は平成26年４月１日から３年間

住　所
横山町１番１号
松原町２番13号

十文字町梨木字御休ノ上29番地

山内土渕字鶴ヶ池31番地３

大雄字大関310番地

鍛冶町２番４号
中央町８番12号

増田町増田字中町71番地

増田町湯野沢字久保104番地

大森町字大森176番地２

大森町字大中島376番地
大森町猿田字昼花沢48番地１

山内土渕字中島28番地17

名　　称
①横手市立県南愛児園『ドリームハウス』
②横手市サンハイム

③横手市十文字町健康福祉センター

④横手市山内ほっとパレス『ゆうらく館』

⑤横手市大雄地域福祉センター

⑥横手市顧客利便施設こうじ庵
⑦横手市ふれあいセンターかまくら館
⑧横手市増田商店街共同利用施設
  『コミュニティラウンジ』
⑨横手市増田堆肥処理センター

⑩横手市大森町中心部活性化施設

⑪横手市大森農産物食品加工体験施設
⑫横手市大森堆肥センター

⑬横手市山内ふれあい交流センター

問合せ
健康福祉部子育て支援課     
  35-2133
十文字地域局市民福祉課    
  42-5114
山内地域局市民福祉課
　53-2933
大雄地域局市民福祉課
　52-3905
横手地域局産業建設課
　32-2718

増田地域局産業建設課
　45-5515

大森地域局地域振興課
　26-2111
大森地域局産業建設課
　26-2116
山内地域局産業建設課
　53-2934

ＨＰページ番号000015118ＨＰページ番号000015118
公共施設市民サポーターになりませんか？公共施設市民サポーターになりませんか？

ＨＰページ番号000001351ＨＰページ番号000001351

　市では、市が管理する道路や公園などの環境美化
を担っていただく『公共施設市民サポーター』を募
集しています。玄関前の歩道を清掃してくださって
いる方など登録して活動してみませんか？
  公共施設市民サポーターとは？
　公共施設の清掃や除草作業などは市が定期的に行
　っていますが、市民のみなさんの協力を得ながら
　より行き届いた管理を行うものです。現在55団体
　の方に登録いただいています。
　登録資格 
　個人、学校、企業などどなたで
　も登録できます。
　活動内容 
　サポーターが指定した公共施設
　のごみ収集や除草作業などで、
　活動回数などはお任せします。
　サポーターへの支援
　活動に必要な花苗や物品の支給や市民サポーター
　の名称入りの看板設置などの支援を行います。
　問合せ
　市建設部建設監理課（水道庁舎内）  32-2406
　または、各地域局産業建設課　



●問合せ●市総務企画部国文祭推進事務局  23-8508

　横手市開催事業紹介
　来年10月４日（土）から11月３日（月・祝）に開催
される『第29回国民文化祭・あきた2014』 。期間中、
県内ではさまざまな文化イベントが行われます。
横手市が開催する事業のうち、３つを紹介します。
①後三年合戦絵詞の世界
　絵詞に見る『後三年合戦』横手から平泉へ
　◆【後三年合戦絵詞展示】期間・場所／平成26年
　10月４日（土）～11月３日（月）・県立近代美術館
　◆【絵詞に見る『後三年合戦』】期日・場所／平成
　26年10月19日（日）・横手市民会館
　横手盆地で展開した後三年合戦の顛末を記した『絵詞』
　を展示し、その世界を表現、理解するとともに当市の
　歴史的財産を全国に発信します。

②民謡・民舞の祭典
　おざってたんせ　民謡と民舞の里へ
　～出羽の民謡ごころを全国へ～
　◆期日／平成26年10月５日（日）　
　◆場所／秋田ふるさと村ドーム劇場
　全国各地で唄い踊り継がれてきた民謡・民舞を披露し、
　民謡王国〝秋田〟の魅力を全国に発信します。　　
③増田のまちなみと蔵史めぐり
　蛍町と呼ばれし町へタイムトリップ
　◆期間／平成26年10月４日（土）～11月３日（月）
　◆場所／横手市増田町中七日町通りほか
　古い商家の街並みと内蔵が特徴の増田地区に暮らす人々
　との触れ合いを通じて、この地に息づく文化を全国に
　発信します。

国民文化祭つうしんわ
くわ

く♪♪

vol.2

わくわく♪♪国民文化祭つうしんでは、国民文化祭についての情報や、横手市
における取り組み状況などを紹介していきます。次回もお楽しみに！

 国民文化祭つうしん／観光連載コラム

　今年10月から３カ月間『秋田デスティネーショ
ンキャンペーン（通称秋田ＤＣ）』が開催されま
す。ＪＲ６社と秋田県・県内25市町村が連携して
行う一大観光イベントです。この機会にあらため
て『観光』について考えてみましょう。

◆そもそも観光とは…？
　観光＝『訪れた土地の光（光り輝く、優れたと
ころ）を観る』
　例えば、家族と旅行に行ったとき、訪れた先で
見たり、聞いたり、食べたり、買い物したり、そ
の時・その場所でしか体験できないことすべてが
観光になります。
　自分の街に観光客が訪れた時のことを考えてみ
ましょう。いろいろなお店の売り上げが上がり、
働く人も増えて暮らしが豊かになる。宿泊施設な
どで人の交流が増え、街全体に活気が出る。そう
した目に見える効果ばかりでなく、街を訪れた人
たちが『来てよかったなぁ』『またいつか来たい
なぁ』と思ってくれれば、自分たちの街に誇りが
持てると思いませんか？

　横手市では、『観光』に力を入れて、私たちが住
む地域をさらに豊かにしていくために働きかけて
いきたいと思っています。
　みなさん、自分たちの街を
観光客が『また訪れたい』と
思ってもらえるような街にす
るために、『おもてなし』の
心を持って身近にできること
から始めてみませんか？

◆秋田ＤＣ期間中のＳＬ運行のお知らせ
　10月12日～14日の３日間、秋田駅～横手駅間を
ＳＬ（Ｃ61号）が１日１往復します。横手市では

それに合わせた『ウ
エルカムイベント』
を開催します。

●問合せ 
市産業経済部観光物
産課　32-2118

次回は、『横手のいいところを見つけよう！』です

 

秋田ＤＣがやってくる！　みんなで考えよう、 おもてなし。秋田ＤＣがやってくる！　みんなで考えよう、 おもてなし。
連載コラム    第１回 『観光』ってなんだろう？
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 釜石からのたより／市長コラム
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開会式の参加者とラジオ体操後、スタートを宣言

　　

『
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レ
ン
ジ
デ
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０
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に
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く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ
き
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

参
加
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は
、
目
標
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大
き
く
上
回
る
71
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な
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戦
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庫
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岡
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各
地
域
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は
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体
育
協
会
傘
下
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技
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導
員
や
市
の
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ポ
ー
ツ
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進
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懸
命
に
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か
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し
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ま
た
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域
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加
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所
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か

け
る
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ど
し
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市
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舗
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で
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ま
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そ
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万
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す
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こ
れ
ま
で
参
加
し
て
き
た
大
森
地
域
な

ど
の
参
加
率
が
非
常
に
高
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
初
の
取
り
組
み
と
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っ
た

横
手
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６
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近
い
参
加
が
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も
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し
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市
民
の
皆
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康
に
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意
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体
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動
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市
民
が
一

丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
だ

今
回
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー

は
、
地
域
の

中
で
つ
な
が

る
と
い
う
こ

と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
、

あ
ら
た
め
て

考
え
て
み
る

機
会
に
な
っ

た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

施設係の同僚と。佐藤さん（前列中央）や他の自治体等か
らの派遣職員70人は釜石市の重要な戦力

食事がおいしいので体重が４㌔
増えたという佐藤さん
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石
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係
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私
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た
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。
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設
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の
時
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で
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釜
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亡
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５
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に
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に
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が
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。
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し
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沿
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っ
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い
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多
く
見
ら

れ
、
被
害
の
大
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さ
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じ
ま
し
た
。
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石
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手
市
派
遣
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員
の
報
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市
で
は
、
行
政
職
員
が
不
足
し
て
い

る
被
災
地
の
現
状
か
ら
、
早
期
復
興
支

援
の
た
め
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

釜
石
市
教
育
委
員
会
に
勤
務
す
る
横
手

市
職
員
・
佐
藤
英
幸
さ
ん
の
報
告
を
紹

介
し
ま
す
。
　



Topics

わんぱく相撲秋田ブロック大会

　第17回わんぱく相撲秋田ブロック大会が、６月９日
平鹿相撲場で開催され、女子児童を含むちびっこ力士
約100人が全国大会出場をかけて、土俵上で熱戦を展開
しました。県内５ブロックの学年ごとの予選上位者が
決勝トーナメントで横綱を争い、350人の保護者らは元
気いっぱいの子どもたちに大きな声援を送りました。

  運動を通して交流の場づくりにつなげようと、横手
市障がい者スポーツ教室が、６月８日に横手体育館で
開催され、約50人が心地よい汗を流しました。参加者
は、的をめがけてディスクを投げる『フライングディ
スク』と、ボールを転がして的までの近さを競うカー
リングに似た種目『ボッチャ』を楽しみました。

■全国訪問おはなし隊（十文字）

ボランティアにお礼の手作りメダルと手紙を渡す子どもたち

本と仲良くなるきっかけに

　講談社の『本とあそぼう全国訪問おはなし隊』が植田
保育所と三重保育所を訪れ、紙芝居や絵本の読み聞かせ
を行いました。６月12日には植田保育所で、植田保育所
と睦合保育所の園児49人が参加し、おはなし隊の隊員と
読み聞かせに訪れたボランティアの身振り手振りを交え
た楽しいお話に、子どもたちの笑顔があふれました。
　保育所には、絵本や児童書など550冊を載せたキャラ
バンカーも訪れ、車に乗り込んだ子どもたちは、飛び出
す絵本などを次々に手に取り、本に親しみました。

   仲間と楽しくスポーツを
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平成高校バスケ部の活躍を願う

　平成高校男子バスケットボール部を支援するため、主
に下宿をしている部員に、あきたこまちなどを提供して
いる『平鹿シュートクラブ』の皆さんが６月８日、醍醐
公民館近くの水田で部員たちと田植えをしました。
　同クラブの皆さんは、３年前からバスケットボール部
の活動を応援し、合宿の際にも食材などを差し入れして
います。工藤恭介主将は「地域の皆さんには感謝してい
ます。自分たちがベストを尽くして１試合でも多く勝つ
ことで恩返しをしていきたいです」と話しました。

■平鹿シュートクラブがコメ作りで支援（平鹿）

感謝の気持ちを込めて、田植えをする平成高校バスケ部員

 

■秋田大学留学生農業体験ツアー（増田・大森）

『おもてなし』留学生の心を打つ

　農業体験を通じて横手の風土と文化を学ぼうと、６月
８日から９日の２日間、秋田大学の留学生29人が、増田
と大森地域の農家に宿泊して農業体験を行いました。
　各農家に分かれた学生たちは、育苗ハウスの片付けや
野菜の定植、りんごの摘果作業、食事の準備などを行い
交流を深めたほか、和太鼓演奏にも挑戦。お別れ式では
中国出身の張　さんが「横手の人や風土に触れ、横手が
大好きになりました。また必ず訪れたい」とあいさつし、
留学生と受入農家は涙を浮かべ別れを惜しんでいました。野菜の定植作業（上）、御嶽清流太鼓保存会の指導で太鼓に挑戦（下）

受入農家と一緒に育苗ハウスの
ビニールを洗浄する留学生
受入農家と一緒に育苗ハウスの
ビニールを洗浄する留学生

ちょうろ

    

　６月４日、『横手やきそばサンライ
，
Ｓ』主催により、

金沢小学校の児童が学校農園に横手焼きそば用のキャ
ベツの苗を植えました。児童たちにまちおこし活動の
一員になってもらいたいと、昨年から始めたキャベツ
の栽培。金沢保育園児の応援を受け、十二牲担い手生
産組合の方の指導により、丁寧に植え付けました。

キャベツで応援！横手やきそば（横手）

さ ん ら い ず

じゅう　に　しょう

 （横手）

　横手川漁業協同組合と横手川水辺のふれあいフェス
タ実行委員会が、６月９日、横手川にアユの稚魚５千
匹を放流しました。この事業は自然にふれあい、横手
川の環境保全を図ろうと毎年行われています。参加し
た子供たちは、アユが元気に育ってほしいと願いなが
ら、元気に泳ぐ姿をいつまでも見送っていました。

アユの成長を祈り放流

　６月15日、かまくら館で、あきたがんささえ愛の日実
行委員会による講演会などが行われました。始めに小児
科医で聖路加国際病院元副院長の細谷亮太先生とがんと
闘う子どもたちの歩みを記録した映画『大丈夫。小児科
医・細谷亮太のコトバ』を上映。小児がんに立ち向かう
子どもたちの姿に参加者が涙する場面もありました。　
　上映後、細谷先生の講演と伊勢監督との対談が行われ、
「がんは不治の病ではなく治る病気。みんな支えあって
生きてほしい」と生きることの尊さを訴えました。 小児科医細谷亮太先生（左）と映画を監督した伊勢真一氏（右）の対談

生きることをあきらめない
■2013あきたがんささえ愛の日（横手）

　農業や環境の大切さを体感する米作り授業の一環とし
て、６月10日、旭小学校の５年生59人が田んぼの代かき
を兼ねたドッジボールを行いました。　
　児童たちは田んぼの中を走って、転んで、全身どろだ
らけになりながら白熱した試合を繰り広げました。試合
終了後、藤井蓮さんは「５年生になったら田んぼに入れ
ると楽しみにしていました。この田んぼでお米が育つ様
子を見守っていきます」と話しました。見学者にどろが
飛び散る場面もあり、笑い声が田んぼに響いていました。

■どろんこドッジボールで代かき（横手）

楽しみながら土づくり

晴天の下、どろんこになって熱戦を繰り広げる児童たち

仲間と一緒に田植え作業
■本気でやる農業体験ツアー（十文字）
　６月８日、21回目となる『本気でやる農業体験ツアー
inじゅうもんじ』が十文字町新関地区で行われました。
　俳優の永島敏行さんをはじめ、女優の土田早苗さんや
首都圏から参加した一行は、地元の方と一緒に約10㌃の
田んぼに田植えを行い、心地よい汗を流しました。
　東京から参加した発知さんは「作業をしてからの昼食
がおいしいんですよ。稲刈りにも参加します」と話し、
作業を終えた一行は、地元農家の奥さんたちが作った自
慢の手料理を堪能し、疲れを癒していました。 型を付け、慣れた手付きで田植えを行う参加者の皆さん

稲の苗を運び田植え作業の
準備をする永島さん
稲の苗を運び田植え作業の
準備をする永島さん

ほっち



　趣味の会は「一人で手芸をするよりも、みんな
と一緒ならもっと楽しく活動できるのでは」と、
醍醐地区の手芸が大好きなメンバーが集まり、昨
年の５月に結成したサークルです。
　現在、会員は15人。月に２回、午後７時30分か
ら約２時間、醍醐公民館で活動をしています。こ
れまでエコクラフトやパッチワーク、レース編み、
和服のリフォームなど、会員同士でアイデアを出
しながら作品作りに励んでいます。
　「一度覚えた編み方を応用して〝柄を変えたり
飾りを付けたり〟ちょっとした工夫で良い作品に
仕上がります。友だちに作品をプレゼントすると
喜ばれます」と会員の皆さんは笑顔を見せます。
　代表の沼沢さんは「気の合う仲間の集まりなの
で、お互いに教え合いながら楽しく活動していま
す。今度、公民館祭りで、会員の力作を展示した
いと思っています」と話してくれました。
◆問合せ　沼沢チエ子さん   25-3087

材料（４人分）
○そら豆…１㎏　○ズッキーニ…１本
○玉ねぎ…１/２個　○トマト…１/２個
○パプリカ（黄色）…１/４個　○オリーブ油…小さじ２
【調味料】○レモン汁…大さじ３ ○オリーブ油…大さじ２
○砂糖…小さじ１ ○塩…小さじ１/４ ○こしょう…少々   
○にんにく…１/２かけ　○パセリ…少々
作り方
①そら豆はさやから出して、２分程茹でて皮をむいておく。
②玉ねぎは薄切りにして水にさらし水気を切っておく。
③トマトはくし型に切っておく。ズッキーニとパプリカ
　は１㌢の厚さに切ってオリーブ油で炒める。
④【調味料】のにんにく、パセリをみじん切りにして、残
　りの調味料とよく混ぜてマリネ液を作る。
⑤①～③の具材を④のマリネ液で和えて、冷蔵庫に１時
　間程入れて味をなじませる。
◎今月の紹介者

１人分の栄養素
エネルギー 147.0kcal
タンパク質   6.3g
脂　　　質   7.2g
塩　    分   0.3g

にこにこレシピ
●旬の地産食材で健康づくり●

食と農からのまちづくり

オイ

シイ
ってカラ

ダにイイ

横手市食生活改善推進協議会・増田支部
見田 琴子さん（荻袋地区）
　そら豆のきれいなヒスイ色は初夏の
食卓を鮮やかに彩ります。植物性タン
パク質や鉄分、食物繊維が多く含まれ
ているので、皮ごと食べるのもお勧め
です。マリネ液は、魚や貝などのお刺
身にもよく合い、季節の野菜と一緒に
漬けるとおもてなしの一品になります。

手芸サークル（平鹿）

食事バランスガイド

主食

副菜

主菜
牛乳・乳製品 果物
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『趣味の会』

　ＪＡそら豆部会では、17
人の会員が約2.5㌶にそら

豆を栽培しています。今年は水不足
の影響で、収穫量が例年よりも３割
程少なくなりそうですが、堆肥をた
っぷり使った栽培に取り組んでいる
ので、味には自信があります。収穫
は６月下旬から始まっています。さ
やのまま焼いて、塩をふりかけて食
べるのも、簡単でおいしいですよ。
（ＪＡ秋田ふるさと・そら豆部会長・高橋和雄さん・平鹿下高口）

『そら豆』今月の食材

そら豆と夏野菜のカラフルマリネ

菊谷　尊さん
きくや　たける（26歳・平鹿）

　

高
校
卒
業
後
、
板
金
修
行
を
経
て
実
家
の
菊

原
板
金
（
平
鹿
町
）
で
働
く
尊
さ
ん
。
主
に
新

築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
建
築
板
金
や
修
理
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

　

「
修
業
先
の
親
方
が
『
細
か
い
ミ
ス
を
す
る

人
は
、
い
ず
れ
は
大
き
い
ミ
ス
を
す
る
』
と
話

し
た
言
葉
を
常
に
心
に
と
め
て
い
ま
す
。
作
業

の
際
は
注
意
を
払
い
、
特
に
寸
法
の
測
り
間
違

い
が
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
」
と
仕

事
に
つ
い
て
真
剣
に
語
る
尊
さ
ん
。
将
来
、
実

家
を
継
ぐ
か
ど
う
か
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
す
が
、
お
話
を
伺
い
、
父
親
と
一
緒

に
現
場
に
行
き
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
真
面
目

に
働
く
様
子
や
、
日
々
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
伝

わ
り
、
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

◆
趣
味
や
好
き
な
異
性
の
タ
イ
プ
は
？

　

趣
味
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
強
い
相
手
と
マ

ー
ジ
ャ
ン
で
対
戦
を
す
る
こ
と
で
す
。
好
き
な

女
性
の
タ
イ
プ
は
、
お
と
な
し
く
て
し
っ
か
り

し
た
人
で
す
。
で
き
れ
ば
同
じ
趣
味
を
一
緒
に

楽
し
め
る
よ
う
な
方
が
い
い
で
す
ね
。

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。菊谷さんは、前回
の金村さんからのご紹介です。

小林　美保子さん
こばやし　みほこ(60歳・横手）

  

長
良
川
の『
郡
上
鮎
』や
、
お
盆

の『
徹
夜
お
ど
り
』で
有
名
な
岐
阜

県
郡
上
市
出
身
の
美
保
子
さ
ん
は
、

岐
阜
県
内
の
会
社
で
同
僚
だ
っ
た

　

さ
ん
と
の
結
婚
を
機
に
、　

さ

ん
の
実
家
の
あ
る
横
手
に
来
て
37

年
が
た
ち
ま
し
た
。

　
「
住
み
始
め
た
頃
は
、方
言
に
苦

労
し
ま
し
た
が
、
家
族
が
支
え
て

く
れ
て
地
域
に
溶
け
込
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
横
手
の
言
葉
は
柔

ら
か
い
で
す
ね
。
長
く
暮
ら
し
て

い
ま
す
が
、
自
分
で
は
方
言
を
話

し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
主
人
か

ら
は
ど
こ
か
違
う
と
言
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
も
昔
も
、
お
客
さ
ん
に

対
す
る
横
手
の
お
も
て
な
し
に
び

っ
く
り
し
て
い
ま
す
」
と
横
手
の

印
象
を
語
る
美
保
子
さ
ん
。

　

学
童
保
育
の
指
導
員
等
を
し
な

が
ら
育
児
を
こ
な
し
、
３
人
の
お

子
さ
ん
を
育
て
あ
げ
ま
し
た
。
現

在
は
、
白
梅
保
育
園
の
保
育
士
と

し
て
３
歳
未
満
児
を
担
当
し
て
い

ま
す
。「
若
い
保
育
士
さ
ん
の
よ
う

に
は
い
か
な
い
け
れ
ど
、
経
験
を

生
か
し
た
接
し
方
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
な
つ
い

て
く
れ
る
し
、
成
長
を
感
じ
る
瞬

間
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
愛
情
を
笑

顔
で
話
す
美
保
子
さ
ん
か
ら
、
明

る
い
人
柄
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

植田保育所（十文字）ばら組のおともだち白梅保育園（横手）かなりや組のおともだち

岐阜県

郡上市

■面積　 1,030.79k㎡
■人口　 45,297人
■世帯　 15,252世帯

 

愛知県
三重県

石川県

福井県

富山県

滋
賀
県

長
野
県

岐阜県
ぐ じ ょ う し
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催　
し
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座

講　
座

講　
座

　
　

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

　
　

講
習
会
・
資
格
認
定
試
験

◆
講
習
会
日
時
／
９
月
27
日(

金)

午

　

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◆
資
格
認
定
試
験
日
時
／
11
月
１
日

　

(

金)

午
前
10
時
〜
正
午

◆
場
所
／
秋
田
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル

◆
受
験
手
数
料
／
６
，
０
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
７
月
12
日(

金)

◆
申
込
書
／
市
上
下
水
道
部
下
水
道

　

課
（
水
道
庁
舎
）
に
備
え
付
け

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
下
水
道
協
会

　
　

０
１
８
‐
８
６
４
‐
１
４
２
７

　
　

感
染
予
防
を
知
ろ
う
！

　
　

県
民
感
染
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

ご
来
場
の
方
に
感
染
予
防
グ
ッ
ズ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
参
加
無
料
で
す
。

◆
日
時
／
７
月
６
日(

土)

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時
30
分

◆
場
所
／
エ
リ
ア
な
か
い
ち（
秋
田
市
）

◆
問
合
せ
／
県
感
染
対
策
協
議
会

　
　

０
１
８
‐
８
３
３
‐
１
１
２
２

　
　

平
成
25
年
度

　
　

調
理
師
国
家
試
験
講
習
会

◆
日
時
／
８
月
１
日(

木
）・
２
日(

金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／　

ぷ
ら
ざ

◆
対
象
／
平
成
25
年
度
秋
田
県
調
理

　

師
試
験
に
願
書
を
提
出
し
た
方

◆
受
講
料
／
講
習
料
１
０
，０
０
０
円

　

テ
キ
ス
ト
代
等
８
，０
０
０
円

　

※
ひ
と
り
親
の
方
は
助
成
有
り

◆
問
合
せ
／
横
手
調
理
師
会
・
石
井

　

さ
ん　

３
２
‐
１
５
６
５

　
　 催　

し
催　

し
催　

し

　  　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　
　

タ
ー
講
習
会

　

託
児
援
助
を
行
い
た
い
方
を
対
象

に
、学
童
期
に
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も

と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
24
日(

水)

午
前
10
時

　

〜
正
午
※
参
加
無
料

◆
場
所
／  

ぷ
ら
ざ

◆
託
児
／
あ
り
※
要
申
込
み

◆
申
込
期
限
／
７
月
17
日(

水)

◆
申
込
み
／
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

　

ト
セ
ン
タ
ー　

３
５
‐
７
２
１
１

　
　

わ
た
し
力
Ｕ
Ｐ
！
講
座　

　
　
『
親
子
で
ス
イ
ミ
ン
グ
』

　

生
後
６
カ
月
か
ら
４
歳
ま
で
の
お

子
さ
ん
と
そ
の
家
族
が
対
象
で
す
。

◆
日
時
／
７
月
23
日(

火)

午
前
10
時

　

〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
え
が
お
の
丘

◆
参
加
費
／
５
０
０
円

◆
定
員
／
先
着
15
組

◆
申
込
開
始
／
７
月
３
日(

水)

◆
申
込
み
／
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

　

ー　

３
２
‐
２
４
２
６

　
　
『
プ
レ
マ
マ
Ｄ
Ａ
Ｙ
』開
催

　
　

先
輩
マ
マ
と
交
流
！

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
子
育
て
に
つ
い

て
一
緒
に
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
／
７
月
25
日(

木)

午
前
10
時

　

30
分
〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
た
い
ゆ
う
保
育
園

◆
参
加
費
／
無
料

◆
対
象
／
妊
娠
中
の
方
（
お
子
さ
ん

　

も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
）

◆
申
込
期
限
／
７
月
23
日(

火)

◆
申
込
み
／
大
雄
子
育
て
支
援
セ
ン

　

タ
ー　

５
６
‐
５
０
６
１

　
　

　
　
『
横
手
の
景
観
』写
真
展

　
　

わ
た
し
の
好
き
な
横
手
の
風
景

　
『
横
手
の
景
観
』写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◆
期
間
／
７
月
28
日(
日
）ま
で（
休
館

　

日
除
く
）午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◆
場
所
／
十
文
字
図
書
館

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　
　

３
２
‐
２
４
０
８

　
　
『
ベ
ビ
ー
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　

ケ
ア
教
室
』

　

赤
ち
ゃ
ん
の
肌
に
触
れ
、
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
／【
生
後
０
〜
３
カ
月
児
】７
月

　

23
日(

火)

、【
生
後
４
〜
７
カ
月
児
】

　

29
日(

月)

、【
生
後
８
〜
12
カ
月
児
】

　

30
日(

火)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

◆
場
所
／
旭
ふ
れ
あ
い
館

◆
参
加
費
／
１
，
０
０
０
円

◆
申
込
み
／
旭
公
民
館

　
　

３
６
‐
１
１
０
０　
　
　

　
　
『
あ
さ
く
ら
マ
ッ
プ
』で

　
　

地
区
探
訪　
　

　

横
手
公
園
周
辺
の
史
跡
を
訪
ね
な

が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
13
日(

土)

午
前
８
時

　

30
分(

赤
土
公
園
集
合)

〜
11
時
30
分

◆
参
加
費
／
無
料

◆
定
員
／
先
着
30
人

◆
申
込
期
間
／
７
月
２
日(

火)

〜
９

　

日(

火)

◆
申
込
み
／
朝
倉
公
民
館

　
　

３
５
‐
２
１
３
８

　
　
『
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
　

教
室
』　　

　

花
の
植
え
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
31
日(

水)

午
前
10
時

　

〜
正
午　

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
参
加
費
／
２
，
０
０
０
円

◆
定
員
／
先
着
12
人

◆
申
込
期
間
／
７
月
２
日(

火)

〜
16

　

日(

火)
◆
申
込
み
／
朝
倉
公
民
館

　
　

３
５
‐
２
１
３
８

　
　

横
手
城
展
望
台
企
画
『
黒
川

　
　

表
装
表
具
同
好
会
表
装
展
』

　

会
員
の
力
作
を
展
示
し
ま
す
。

◆
期
間
／
７
月
４
日（
木
）〜
24
日（
水
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

◆
入
場
料
／
１
０
０
円
※
中
学
生
以

　

下
無
料

◆
場
所
・
問
合
せ
／
横
手
城
展
望
台

　
　

３
２
‐
１
０
９
６

　
　
『
横
荘
線
メ
モ
リ
ー
ウ
オ
ー

　
　

キ
ン
グ
』に
参
加
し
ま
せ
ん
か

◆
日
時
／
７
月
15
日(

月)

午
前
７
時

　

30
分
〜
（
雄
物
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

セ
ン
タ
ー
前
集
合
）

◆
参
加
費
／
１
，
０
０
０
円

◆
コ
ー
ス
／
老
方（
東
由
利
）〜
二
井
山

◆
申
込
期
限
／
７
月
10
日(

水)

◆
申
込
み
／
雄
物
川
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー　

２
２
‐
５
５
３
５

　
　

市
内
名
所
を
巡
る
半
日
観
光

　
　

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

◆
日
時
／
７
月
９
日（
火
）午
前
８
時

　

45
分
〜

◆
集
合
場
所
／
南
庁
舎
向
か
い
防
雪

　

セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

◆
コ
ー
ス
／
境
町
・
黒
川
コ
ー
ス

　

（
横
手
北
中
学
校
、念
仏
塚
な
ど
）

◆
定
員
／
先
着
20
人

◆
参
加
費
／
２
０
０
円（
資
料
代
）

◆
申
込
み
／
横
手
市
観
光
協
会

　
　

３
３
‐
７
１
１
１

　
　

特
別
支
援
教
育
『
か
が
や
き

　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』の
お
知
ら
せ

　

『
実
は
身
近
な
発
達
障
害
』
と
題

し
、
社
会
福
祉
法
人
あ
お
ぞ
ら
共
生

会
副
理
事
長
・
明
石
洋
子
氏
と
長
男

の
徹
之
氏
の
講
演
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
８
月
１
日(

木)

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
※
参
加
無
料

◆
場
所
／
浅
舞
公
民
館

◆
申
込
期
限
／
７
月
19
日(

金)
◆
申
込
み
／
県
南
教
育
事
務
所
仙
北
出

　

張
所　
０
１
８
７
‐
６
３
‐
３
４
７
７

 

お
知

ら
せ

 

下鍋倉保育所（平鹿）
しろ組のおともだち 金沢保育園（横手）そら組のおともだち

2013.8.18（Sun）雨天決行
YOKOTE 音 FESTIVAL The3rd 会場決定！
　今年は、これまでで最多となる80組以上のアーティスト
が演奏予定。会場も５カ所となり、昨年以上に横手の街
じゅうに音楽があふれます！
【ＹＯＫＯＴＥ 音 ＦＥＳＴＩＶＡＬ Ｔhe3rd 開催会場】
　①よこてイーストにぎわいひろば　②よこてイースト
　駐車場　③かまくら館隣接市民広場　④光明寺公園　
　⑤横手駅前会場（高橋耳鼻科駐車場）　　　
【７月19日までボランティア募集中】
　当日のイベントボランティアを募集中です。
　詳細はホームページにてご確認ください。
◆申込み・問合せ／〒013-0036 横手市駅前町７－７
  『ＹＯＫＯＴＥ 音 ＦＥＳＴＩＶＡＬ』実行委員会事務局
　（横手駅前温泉ゆうゆうプラザ）　32-7777 

　ホームページURL http://yokote.co.jp/oto/

ＹＯＫＯＴＥ　　　　ＦＥＳＴＩＶＡＬ　Ｔｈｅ3ｒｄ

　市自主文化事業として12月25日に公演予定の子ども
オペラの出演者40人を募集します。（月２回程練習予定）
◆対　象／市内の年長児～中学生
◆申込期限／７月31日(水)
◆申込み／横手市民会館　32-3136　　

子どもオペラ
 「ヘンゼルとグレーテル」出演者募集　
子どもオペラ
 「ヘンゼルとグレーテル」出演者募集　

①青空Ｙ2ゲーム
　バルーンアートパフォーマンスを行います。
◆日　時／７月６日(土)午前10時～午後３時
◆場　所／にぎわいひろば
②手作りマーケット“消しゴムはんこで七夕飾り作り”
◆日　時／７月６日(土)午前10時～11時30分
◆場　所／アトリエ・アッサンブレ
◆定　員／先着８組（親子）
◆参加費／１組1,500円（一人で参加の場合は要相談）
③デザインであそぼう
　クイズに答えて、オリジナルグッズをゲットしよう！
◆日　時／７月７日(日)午前10時～午後４時
◆場　所／Ｙ2ぷらざ１階オープンスペース

 よこてイーストイベント情報
イーストであそぼう！

イーストであそぼう！

申込み・問合せ／よこてイースト管理事務所　38-8851

よこて湯っこめぐり
スタンプラリー2013実施中
よこて湯っこめぐり

スタンプラリー2013実施中
　市内の温泉施設を巡り、スタンプを集めて豪華賞品
をゲットしよう！詳しくは応募用紙（各温泉施設フロ
ント備え付け）をご覧ください。
◆応募締切／平成26年２月28日（金）必着
◆賞　品／特賞『横手の温泉年間フリーパス』
          １等『横手の温泉半年間フリーパス』
          ２等『温泉入浴ペア券』
          特別賞『参加施設協賛賞品』
◆参加施設／鶴ヶ池荘、共林荘、三ツ又温泉、ゆっぷる、
　　　　　　  ウェルネス横手路、さわらび・ゆーらく、
             かんぽの宿横手、ゆうゆうプラザ・ホテル 
             プラザアネックス横手、ゆとりおん大雄、
             さくら荘、えがおの丘、雄川荘
◆問合せ／市産業経済部観光物産課　32-2119

　横手地域市民文化祭の出展者と出演者を募集します。
◆開催期間／【ステージ】９月21日(土)、22日(日)
　　　　　　【展示】９月20日(金)～22日(日)
◆場　所／横手市民会館　◆申込期限／７月18日(木)
◆申込み／横手生涯学習センター　35-2138、横手地域公民館

「第43回横手地域市民文化祭」出演者等募集「第43回横手地域市民文化祭」出演者等募集
催　

し
催　

し

催　
し

催　
し

催　
し



地域からのお知らせ

　　
外国出身者向け『火曜日の日本語教室』
　日常生活やビジネス、試験対策など学習者のニーズに
合わせて対応します。都合のつく時間帯のみの参加も大
丈夫ですので、一度見学に来てください。
●日時／７月９日(火)午後５時～９時※毎週火曜日開催 
●場所／Ｙ2ぷらざ３階　●受講料／無料　●問合せ／
火曜日のボランティア日本語教室 新田さん 　23-5337
　　
平鹿町歴史研究会主催『横手盆地南部地区、用水路のむかし』 
  横手盆地の水路の生い立ちを知れば、祖先の暮らしが
見えてきます。
●日時／７月10日(水)午前10時～　●場所／浅舞公民館 
●参加費／無料 ●講師／市文化財保護協会連絡協議会・
半田作治会長　●問合せ／堀田さん 　25-4011
　
煉瓦屋『イベント案内』
【歌の好きな人集まれ ～思いっきり歌声喫茶～】
●日時／７月11日(木)午後７時～ ●参加費／1,000円（飲
み物、洋菓子付） ●演奏曲／君といつまでも他20曲以上
【自然を愛する皆さんの集い】
●日時／７月21日(日)午後１時～ ●内容／『音あそび教
室』講師：佐々木菜穂子さん、②歌の好きな人集まれ100回
記念公演名場面特集 ●参加費／800円（飲み物、洋菓子付）
〈共通事項〉　●要予約　●申込み／煉瓦屋 　33-2811
　
横手読書会 ７月例会　
●日時／７月12日(金)午後２時～ ●場所／女性センター 
●参加費／無料 ●演題／古代文学探訪 ●講師／元高校
校長・佐藤徳彌氏　●問合せ／横手図書館 　32-2662
　
南の館『第105回 月例市民将棋大会』
●日時／７月14日(日)午前10時～ ●場所／十文字文化セ
ンター　●参加費／一般1,200円、高校生以下800円（昼食、
賞品、参加賞付） ●問合せ／佐藤さん 　090-3365-2720
　　
『第24回 岡本っこ舞踊大会』
　優雅な古典舞踊をお楽しみください。
●日時／７月14日(日)午後１時～　●場所／かまくら館 
●入場料／無料　●問合せ／伊沢さん 　32-3086
　　
『ピアノ発表会』～ピアノ独奏・ファミリー連弾～
●日時／７月15日(月)午後２時～　●場所／かまくら館 
●入場料／無料　●問合せ／木下ピアノ教室 　33-6537
　
『おらほの街の郷土史』～講座テーマ：民俗芸能～
●日時／７月17日(水)午前10時～ ●場所／女性センター 
●講師／日本民俗学会理事・斎藤寿胤（じゅいん）氏　●
参加費／無料　●問合せ／川越さん 　32-0779
　
『星の観察会』 ～初夏の星座・月・惑星観測～
●日時／７月20日(土)午後７時30分～９時（雨天・曇天中止）
●場所／秋田ふるさと村第４駐車場 ●参加費／無料 ●
問合せ／横手星の会 武市さん 　33-3997（平日は夜間のみ）
　
『人物画を描く会』参加者＆モデル（着衣女性）募集
●日時／７月21日（日）午前９時30分～午後４時30分　※
毎月１回開催 ●場所／Ｙ2ぷらざ３階　●参加費／１回
2,000円　●モデル謝礼／10,000円 ※普段着で結構です
●問合せ／横手デッサン会 掛札さん 　050-3310-0837
　

 
　　　 
南部シルバーエリア『イベント案内』
【紙ねんどサークル作品展】入場無料
●期間／７月４日(木)～30日(火)、午前９時～午後５時
【料理教室『ソーメンチャンプル＆かぼちゃの詰物』作り】
●日時／７月20日(土)午前10時～ ●参加費／1,000円 ●
定員／20人　●申込開始／７月３日(水)
【陶芸教室 『葉模様のお皿』作り】
●日時／７月27日(土)午後１時30分～　●参加費／600円 
●定員／10人  ●申込開始／７月３日(水)
●場所・申込み／南部シルバーエリア 　26-3880
　
『早朝太極拳』皆さんご参加ください
　７月から10月までの第１・３土曜日に開催します。
●日時／７月６日(土）・20日(土）、午前６時30分～７時 
●場所／横手武道館　●参加費／月600円（予定） ●問合
せ／一岡さん 　090-1490-5772
　　　　
秋田県立近代美術館＆茶道玉川遠州流『呈茶・茶会』
【第２回市民ボランティア呈茶】
●日時／７月６日(土)午前10時～午後２時 ●呈茶／茶道
玉川遠州流 近晋求社中（こんしんきゅうしゃちゅう）　
【第１回あじさい茶会】
●日時／７月７日(日)午前10時～正午  ●呈茶／横手南
中学校 茶道部
〈共通事項〉 ●場所／秋田ふるさと村彫刻広場(近代美術
館前) ●参加費／無料　●問合せ／阿部さん 　32-1193
　
『第13回 文化筝演奏会』～心の調べ～
●日時／７月６日(土)午後１時30分～ ●場所／かまくら
館 ●入場料／無料 ●問合せ／カシワヤ楽器 　32-2130
　
清水沢川にほたるを呼ぶ会『第９回ほたるの夕べ』
　初夏の宵に乱舞するホタルを一緒に観賞しましょう。
●日時／7月６日(土)午後７時30分～ ●場所／城南町清水
沢川沿い（横手南小東側） ●問合せ／遠藤さん 　32-5524
　
横手ばら会 夏の整枝講習会『花がら摘みとシュート処理』
●日時／７月７日(日)午前９時30分～ ●場所／西野ばら
園（条里1-8-17） ●参加費／無料 ●持ち物／剪定ばさみ、
軍手　●問合せ／横手ばら会 藤本さん 　32-6177
　
ね・ま～れ『展示会の案内』
【秋田県人書画展＆竹青華道会いけばな展】入場無料
●期間／７月８日(月)～15日（月）、午前10時～午後５時
※15日は午後４時まで　
【十文字町芸術文化協会・芸術文化賞受賞記念
 皆川誠子『草工芸・端縫い衣装・小物』作品展】入場無料
●期間７月27日(土)～８月７日（水）、午前10時～午後５時
※27日は午後１時から、７日は午後３時まで
●問合せ／ね・ま～れ（十文字）※火曜日休館 　42-5320
　
赤十字指導員による『救命・応急手当・防災講座』
　ＡＥＤの使い方や応急手当、災害時の炊き出し方法を
学びます。どなたでも参加できます。
●日時／７月９日(火)午前10時～正午　●場所／イオン
スーパーセンター横手南店 ピロティー広場(正面駐車場前)
●受講料／無料　●定員／先着30人　●問合せ／イオン
スーパーセンター横手南店 　35-2340
　

いどばたプラザいどばたプラザ
　掲載を希望する場合は、発行日の20日前までに内容がわかるもの
を市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せください。

受付献血日程献血日程

７月２日(火)
横　手

７月10日(水)
横　手

全血

奥山ボーリング㈱

秋田県南トラック事業協同組合
介護老人保健施設やすらぎの苑

秋田渥美工業㈱

創和建設㈱

日発精密工業㈱横手工場

種類月日・地域 実　施　場　所 受付時間

12：15～12：45
13：30～14：15
15：00～15：45

10：00～10：45
15：00～15：45
13：30～14：15

広告広告

 意善 皆さまのご厚志に感謝します

横手市サンハイムへ
　・サンベンディング横手㈱
県南愛児園ドリームハウスへ
　・サンベンディング横手㈱
　・佐々木歯科　・高橋絹子さん
　・高山利勝さん
シルバードームいきいきの郷へ
　・傾聴ボランティアささやき
　・本町婦人会
養護老人ホームひらか荘へ
　・傾聴ボランティアあすなろ
　・佐藤京子さん
特別養護老人ホーム雄水苑へ
　・傾聴ボランティアひまわり
　・雄物川地域老人クラブ連合会

　・桂幸男さん
　・下村蔵之助さん
特別養護老人ホーム白寿園へ
　・ＣＡＰＰ
　・中安甲吉さん
老健おおもりへ
　・白山保育所
居宅支援センター森の家へ
　・佐藤照夫さん
特別養護老人ホーム憩寿園へ
　・傾聴ボランティアささやき
　・神原實さん
特別養護老人ホーム鶴寿苑へ
　・わたぼうし
　・高橋光子さん



ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読者の声

　

読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室　

広
報
担
当
あ

て　
　

３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　

確
認
お
よ
び
賞
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

た
よ
り７７

（5/16～6/15日到着分）
（5/16～6/15日到着分）

１１
20132013   市無形民俗文化  財の『厄神立て』 （大雄・藤巻地区）

  市無形民俗文化  財の『厄神立て』 （大雄・藤巻地区）

日本国秋田県横手市
日本国秋田県横手市

発行号「７月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、
必ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表
は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　７月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

　緊急速報メール
　　　　配信訓練を行います
　７月18日（木）午前９時から、大森体育館を中心に
横手市総合防災訓練を実施します。訓練の一環とし
て、市内にいる方の緊急速報メールが受信可能な携
帯電話に、市から訓練の緊急速報メールを配信します。

　ＮＴＴドコモ、ａｕ、ソフトバンク各社のサービ
スで、市が住民の身体・生命に関わる緊急性の高い
情報を配信するものです。マナーモードでも受信音
が鳴る場合がありますので、配信を希望しない場合
はあらかじめ電源をお切りください。

　大規模災害を想定し、陸上自衛隊による炊き出し
訓練や各種訓練を行います。この機会に参加して災
害時に備えましょう。

　受信の確認にご協力ください！　受信の確認にご協力ください！

　防災訓練にご参加ください　防災訓練にご参加ください

◆ 緊急速報メールとは

◆ 実施日時
７月18日(木)午前10時30分頃

広告広告

　

今
年
も
暑
さ
対
策
に
、
窓
辺
に
あ

さ
が
お
や
ゴ
ー
ヤ
を
植
え
た
り
、
す

だ
れ
の
取
り
付
け
を
始
め
ま
し
た
。

昨
年
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
毎
日
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
、
夏
バ
テ
知
ら
ず
で

過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も

楽
し
み
で
す
。
み
な
さ
ん
も
ラ
ジ
オ

体
操
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

（
Ａ
・
Ｉ
さ
ん
・
60
歳
・
横
手)

　

先
日
警
察
署
の
前
で
、
自
転
車
と

歩
行
者
が
正
面
衝
突
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
車
を
運
転
し
て
い
て
ど
う
す
る

事
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近
く

を
通
り
か
か
っ
た
人
が
警
察
署
に
か

け
込
ん
で
い
ま
し
た
。
も
し
私
が
通

り
が
か
り
の
人
だ
っ
た
ら
、
い
っ
た

い
ど
う
い
う
対
応
が
で
き
た
の
か
？

自
問
自
答
し
て
い
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｓ
さ
ん
・
51
歳
・
横
手)

　

国
民
栄
誉
賞
の
長
嶋
茂
雄
氏
、
松

井
秀
喜
氏
お
二
人
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を

テ
レ
ビ
で
見
て
感
動
。
特
に
、
松
井

氏
の
「
今
後
、
王
さ
ん
、
衣
笠
さ
ん
、

長
嶋
監
督
の
お
三
方
の
偉
大
な
背
中

を
追
い
駆
け
、
野
球
を
愛
す
る
国
民

の
た
め
に
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
た
い
」
と
謙
虚
で
人
間

味
あ
ふ
れ
る
ス
ピ
ー
チ
に
、
老
い
の

目
が
し
ら
が
潤
む
。

（
横
手
の
し
ょ
う
ぞ
う
さ
ん
・

69
歳
・
横
手)

　　

市
民
会
館
で
バ
レ
エ
の
発
表
会
を

観
た
。
幼
児
か
ら
20
代
ぐ
ら
い
の
踊

り
子
が
、段
階
に
応
じ
、楽
し
く
、リ

ズ
ミ
カ
ル
で
優
美
な
演
技
を
披
露
。

大
き
く
な
る
に
従
い
、
型
が
で
き
あ

が
っ
て
行
く
の
が
演
技
の
中
に
現
れ

て
、
バ
レ
エ
も
型
が
大
切
な
芸
術
な

の
が
わ
か
っ
た
。
厳
し
い
稽
古
の
繰

り
返
し
と
立
ち
戻
る
べ
き
基
本
が
あ

る
伝
統
芸
術
は
素
晴
ら
し
い
。

「
ち
っ
ち
ゃ
な
踊
り
子
た
ち
へ
、
明

日
の
プ
リ
ン
シ
パ
ル
を
め
ざ
せ
！
」

（
ル
ー
ト
66
さ
ん
・
55
歳
・
横
手)

　

私
の
町
内
で
、
こ
こ
１
〜
２
年
食

材
配
達
車
が
、
よ
く
見
う
け
ら
れ
ま

す
。
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え
て

い
ま
す
。
冬
は
特
に
便
利
で
す
。
私

も
そ
れ
な
り
の
年
齢
に
な
っ
た
ら
、

利
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
ネ
コ
マ
マ
さ
ん
・
52
歳
・
横
手)

　

初
孫
も
今
年
で
３
才
。
し
ぐ
さ
や

話
し
方
が
本
当
に
か
わ
い
い
も
の
で

す
。
自
分
の
子
供
が
小
さ
い
時
、
こ

ん
な
に
か
わ
い
が
っ
た
か
な
…
。
家

の
仕
事
、
会
社
、
育
児
、
毎
日
必
死

だ
っ
た
。
今
は
時
間
も
気
持
ち
も
ゆ

と
り
が
出
来
て
、
孫
を
か
わ
い
が
っ

て
あ
げ
ら
れ
る
。
市
報
６
月
１
日
号

で
、
横
手
の
ネ
コ
マ
マ
さ
ん
が
言
う

よ
う
に
息
子
や
娘
を
育
て
る
時
、
笑

顔
で
思
い
っ
き
り
か
わ
い
が
っ
て
や

れ
ば
よ
か
っ
た
と
反
省
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

（
Ｍ
・
Ｓ
さ
ん
・
55
歳
・
平
鹿)

　

新
緑
が
と
て
も
綺
麗
な
季
節
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
先
日
土
手
を
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
し
て
い
た
ら
、
大
き
な
袋

に
缶
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
悲

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

だ
け
良
け
れ
ば
い
い
や
、
で
は
な
く
、

み
ん
な
が
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
気
持
ち

よ
く
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

（
岩
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
61
歳
・
十
文
字)

　

大
森
病
院
の
近
辺
は
、
緑
に
お
お

わ
れ
避
暑
地
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
漂

わ
せ
て
い
ま
し
た
。
芝
桜
も
見
事
で

し
た
。「
さ
く
ら
荘
」で
命
の
洗
濯
…
。

ま
た
、
そ
の
近
辺
を
散
策
し
て
み
て

も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
笑
顔
で
接
し

て
く
れ
る
、
そ
ん
な
町
で
、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
。
大
森
町
の
努

力
を
感
じ
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
町
で
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
母
さ
ん
・
59
歳
・
平
鹿)

　

元
横
綱
大
鵬
、
故
・
納
谷
幸
喜
さ

ん
の
国
民
栄
誉
賞
受
賞
パ
ー
テ
ィ
ー

が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
生
前
、

40
年
間
で
献
血
運
搬
車
『
大
鵬
号
』

を
70
台
寄
贈
。
大
鵬
の
し
こ
名
入
り

浴
衣
な
ど
を
販
売
し
、
私
も
浴
衣
な

ど
を
購
入
。
３
年
前
、
礼
状
と
色
紙

を
頂
き
我
が
家
の
家
宝
で
す
。
今
度

は
、
横
綱
白
鵬
が
受
け
継
ぐ
と
の
こ

と
。
私
な
り
に
応
援
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
白
鵬
の
浴
衣
着
て
横
手
の
線

香
花
火
、
え
ん
し
な
…
。

（
秋
南
サ
ミ
ッ
ト
さ
ん
・
63
歳
・
増
田)

　　

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
は
県
外
の
人
達

に
も
人
気
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人

が
飲
ん
で
み
た
い
商
品
だ
と
思
い
ま

す
。
と
て
も
お
い
し
く
、
評
判
が
い

い
で
す
！

（
藤
原
淳
子
さ
ん
・
39
歳
・
横
手)

　

今
年
、
１
年
生
に
な
っ
た
息
子
。

１
人
で
歩
い
て
帰
宅
す
る
事
も
あ
り

と
て
も
心
配
な
毎
日
で
す
が
、
地
域

の
み
な
さ
ん
方
が
、
１
年
生
を
気
遣

っ
て
、
「
お
か
え
り
」
と
あ
た
た
か

い
お
言
葉
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
髙
橋
亜
希
子
さ
ん
・
31
歳
・
横
手)

　
『
金
ご
ま
』を
ま
き
ま
し
た
。
本
葉

も
出
て
元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
。
秋

の
収
穫
を
楽
し
み
に
大
事
に
育
て
た

い
で
す
。
雑
草
も
元
気
な
、
多
品
種

少
量
ず
つ
の
よ
く
ば
り
菜
園
。
雨
の

降
る
の
を
待
つ
こ
の
頃
で
す
。

　

ま
た
、
被
災
地
か
ら
農
業
体
験
に
、

と
市
報
６
月
１
日
号
の
表
紙
の
若
い

子
ら
と
太
田
さ
ん
夫
婦
の
姿
が
ス
テ

キ
で
し
た
。震
災
後
、農
業
体
験
の
受

け
入
れ
を
続
け
て
い
る
こ
と
を
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
他
に
も
い
ろ
ん
な

農
業
体
験
が
あ
り
ま
す
が
、
若
い
人

が
１
人
で
も
多
く
農
業
に
従
事
し
て

く
れ
た
り
、
ま
た
農
家
へ
嫁
い
で
く

れ
た
ら
い
い
な
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

（
ど
じ
や
す
さ
ん
・
63
歳
・
増
田)

　

寒
か
っ
た
冬
も
過
ぎ
去
り
、
梅
の

花
も
あ
っ
と
い
う
間
に
散
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
花
の
命
の
短
さ
を
し
み

じ
み
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
春
で
し
た
。

　

今
度
は
何
が
あ
る
べ
と
つ
い
考
え

る
と
！
こ
の
便
り
の
出
る
頃
、
そ
れ

こ
そ
待
ち
こ
が
れ
て
い
た
平
鹿
町
の

あ
や
め
ま
つ
り
が
始
ま
り
ま
す
。
６

月
29
日
、
平
鹿
町
は
年
に
一
度
の
行

事
に
最
高
に
燃
え
上
が
り
ま
す
。
そ

れ
ほ
ど
町
民
に
と
っ
て
は
期
待
の
大

き
い
行
事
の
一
つ
で
す
。
浅
舞
公
園

に
は
、
遠
方
か
ら
観
光
バ
ス
で
沢
山

の
お
客
様
が
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ

や
め
の
花
も
見
事
で
す
が
、
そ
れ
に

も
勝
る
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
の
踊
り

は
素
晴
ら
し
い
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
腰
の
曲
が
っ
た
あ
や
め
、

ピ
チ
ピ
チ
に
シ
ャ
ン
と
し
た
あ
や
め
、

ま
だ
つ
ぼ
み
を
思
わ
せ
る
あ
や
め
、

見
事
な
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
の
踊
り
。

こ
れ
ば
か
り
は
一
度
見
な
き
ゃ
！
是

非
お
ざ
っ
て
た
ん
せ
。
あ
や
め
団
子

も
と
っ
て
も
う
め
ん
し
ど
。
待
っ
て

ま
す
！（

遠
藤
さ
ん
・
69
歳
・
平
鹿
）

　　
浅
舞
公
園
は
別
名『
あ
や
め
公
園
』

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
あ
や
め
が
色
鮮

や
か
に
咲
き
誇
り
ま
す
。
た
だ
い
ま

『
あ
や
め
ま
つ
り
』真
っ
只
中
。
み
ん

な
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
沢

山
で
す
。
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

　
　影絵界の第一人者・藤城清
治氏の作品展が秋田県立近代
美術館で開催されます。今回
はこの作品展の招待券をペア
で５組10名様にプレゼント。
『光のシンフォニー』をテーマ
に、秋田県の自然と風物をモ
チーフにした作品を含めて約
20 0点を展示。鮮やかな色彩
と光が奏でる、幻想的な夢の世界をお楽しみください。
【提供】秋田県立近代美術館 　33-8855
◆開催期間／７月６日（土）～９月８日（日）まで

秋田県立近代美術館 特別展

光のシンフォニー『藤城清治の世界展』
招待券をペアでプレゼント

◆ 問合せ／市総務企画部危機管理室　35-2195
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最寄りの図書館で全ての館の
　　　　　　　　蔵書を借りることができます。
◆問合せ／中央(雄物川)図書館　22-2300またはお近くの図書館へ図書館だより図書館だより

今月のおすすめ図書

　世界中の人々に愛され続けている
『赤毛のアン』の話を、日本に紹介し
た翻訳家・村岡花子さん生誕120年を
記念して出版された作品です。赤毛
のアンについて語り、そして村岡さ
んのお話しなど、アン好きにはたま
らない一冊です。

『村岡花子と赤毛のアンの世界』
 村岡恵理＝責任編集／河出書房新社
『村岡花子と赤毛のアンの世界』
 村岡恵理＝責任編集／河出書房新社

　子ども達がお金と経済の仕組みに
ついて感じた疑問を、６人のプロに
取材し、分かりやすくまとめていま
す。経済の入門書として、子どもか
ら大人までお勧めの一冊です。

・７月13日（土）午前10時30分～／十文字
・７月14日（日）午前10時30分～／横手
・７月20日（土）午前10時30分～／増田
・７月21日（日）午前10時30分～／雄物川・大森
・７月31日（水）午前10時30分～／平鹿

７月のおはなし会　会場：各図書館７月のおはなし会　会場：各図書館

◆大人向け

◆こども向け

・はじめて学ぶ日本外交史／酒井一臣
・すり減らない『働き方』／常見陽平
・検閲帝国ハプスブルク／菊池良生　
・畑道楽 プレミア世代の悠適生活／タツミムック
・昔の道具大図鑑／小泉和子
・りんごかもしれない／ヨシタケシンスケ
・およぐひと／長谷川集平
・からすのおかしやさん／かこさとし

新着図書の紹介新着図書の紹介
蔵書検索

　山菜や野菜苗などを買
い求める人でにぎわう増
田の朝市。春はワラビや
ウド、秋にはサワモタシ
などのキノコ類が店に並
び、季節を感じることが
できるので、よく足を運
びます。以前は中・七日
町通りの商店街で行われ、
当時の写真からもにぎわ
う様子がうかがえます。
最近は、パンフレットを
片手に増田の町並みと内
蔵に訪れる観光客の方々
をよく目にします。７月
からは、町並みを保存・
整備する制度がスタート
します。住民の思いと共
に変わっていくまちの様
子を、写真で残していき
たいと思います。（久和）

あとがき
広報担当者のつぶやき

『お金の話を13歳でもわかるように 
 一流のプロに聞いたら超カッキ的 
 な経済本ができちゃいました』
 佐々木かをり＝著／ダイヤモンド社

『お金の話を13歳でもわかるように 
 一流のプロに聞いたら超カッキ的 
 な経済本ができちゃいました』
 佐々木かをり＝著／ダイヤモンド社 　横手・増田・平鹿・雄物川・大森・十文字の図書館では、

小中学校の夏休みに合わせ、７月25日から８月24日まで、
午前９時30分から開館します。※閉館は通常どおりです。

サマータイム実施しますサマータイム実施します

　７月15日から、横手市立図書館が主催する『読書に関
する作品コンクール』の作品を募集します。

『読書に関する作品コンクール』募集開始『読書に関する作品コンクール』募集開始

横手図書館 ・・・・・・ 7月1・3・10・17日
増田図書館 ・・・・・・ 7月1・8・16日
平鹿図書館 ・・・・・・ 7月1・2・9・16日
雄物川図書館 ・・・・ 7月1・3・10・17日
大森図書館 ・・・・・・ 7月1・2・9・16日
十文字図書館 ・・・・ 7月1・3・10・17日
山内図書館 ・・・・・・ 7月6・7・13～15日
大雄図書館 ・・・・・・ 7月1・4・8・11・15・18日
雄物川郷土資料館　7月1・8・16日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 7月17日
ゆとり館 ・・・・・・・・ 7月2・9・16日
えがおの丘 ・・・・・・ 7月1・8・16日
大森健康温泉 ・・・・ 7月1・8・16日
ゆとりおん大雄 ・・ 7月4・18日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ・・・・・・・・・・ 7月3・10・17日
　西・南部 ・・・・・・ 7月6・7・13・14日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 7月1・8・16日
南部シルバーエリア　7月1・8・16日

お出かけ、ご利用前にご確認ください

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　7月3・10・17日（毎週水曜）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　7月3・10・17日（毎週水曜）
　診療時間　14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　診 療 日　7月8日（月）
　診療時間　13：30～15：00
三又へき地診療所（内科）
　診 療 日　7月2・9・16日（毎週火曜）
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　7月4・11・18日（毎週木曜）
　診療時間　13：00～15：00
　　　　　　（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00
　　　　　　（山内武道）

休館日 診療所

色鮮やかなバラが心を癒やす

たくみ

オープンガーデンを訪れる人で地域が
にぎわってくれれば、うれしい

まつぶち　まさし　
昭和39年、旧大森町生まれ。理容師の資格を持ち、
ヘアサロン『サロン・ド・エムズ』を経営する傍ら
オープンガーデンに取り組む。県内に50人ほどの会
員を持つ『オープンガーデン秋田』の会員。自らブ
ログなどを活用し、ガーデニングの魅力を積極的に
発信している。《ばらの見頃は７月20日頃まで続き
ますので、ぜひお立ち寄りください》

松渕　仁 さん（49歳・大森）
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噪
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。
庭
先
で
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ー
デ
ニ
ン
グ
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自
然
を
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近
に
取
り
入
れ
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あ
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の
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に

訪
れ
る
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で
き
る
『
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
』
に
造
詣
の

深
い
匠
が
松
渕
さ
ん
で
あ
る
。　

  

本
業
の
ヘ
ア
サ
ロ
ン
経
営
の
傍
ら
、
バ
ラ
を
中
心
に
し
た

庭
造
り
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
、
５
年
前
、
店
舗
を
移
転

し
た
こ
と
が
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っ
か
け
に
な
っ
た
。
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し
て
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に
近

所
の
き
れ
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が
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に
入
り
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き
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や
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客
様
を
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せ
た
い
思
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が
、
オ
ー
プ
ン
ガ
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ン
構
想

に
つ
な
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っ
た
。
店
舗
の
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ろ
に
あ
る
約
30
坪
の
庭
の
土
を

30
cm
ほ
ど
掘
り
起
こ
し
、
雑
草
や
小
石
を
取
り
除
き
、
芝
生

や
宿
根
草
と
一
緒
に
バ
ラ
の
植
栽
を
始
め
た
。

　

６
月
か
ら
開
花
す
る
色
鮮
や
か
な
バ
ラ
は
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
ロ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
品
種
で
、
つ
る
が
伸
び
空
間
を
ア
レ

ン
ジ
し
て
く
れ
る
。
バ
ラ
の
手
入
れ
は
雪
解
け
と
と
も
に
、

寒
肥
や
剪
定
か
ら
は
じ
ま
る
。
そ
の
後
有
機
肥
料
を
与
え
、

葉
の
生
長
を
促
す
こ
と
で
、き
れ
い
な
花
を
つ
け
て
く
れ
る
。

朝
４
時
か
ら
６
時
半
ま
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
取
り
組
む
匠
の

生
活
が
春
先
か
ら
秋
口
ま
で
続
く
。

　

「
や
っ
と
自
分
の
理
想
と
す
る
庭
に
近
づ
い
て
き
た
。
バ

ラ
は
、
生
長
に
あ
わ
せ
た
仕
立
て
方
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

の
で
、
庭
づ
く
り
に
完
成
と
い
う
も
の
は
な
い
」
と
語
る
匠
。

丹
精
込
め
て
造
ら
れ
た
庭
は
、
昨
年
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が

主
催
し
た
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
賞
を
受
賞

し
、
さ
ら
に
日
本
園
芸
協
会
の
全
国
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
で
も
入
選
を
果
た
し
た
。

　

「
花
の
好
き
な
人
た
ち
が
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
訪
れ
、

交
流
を
深
め
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
が
新
し
く
生
ま
れ
れ
ば
、

う
れ
し
い
」
と
優
し
い
笑
顔
で
話
す
匠
。
花
を
愛
し
、
地
域

を
愛
す
る
姿
が
バ
ラ
に
囲
ま
れ
た
庭
の
中
に
あ
っ
た
。
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け
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金

金

土

水



木

水

火　

あやめまつり　～7日、9：00～、平鹿町浅舞公園
十文字さくらんぼまつり　～10日、案内所　23-9320
　法 相談予約受付開始7月17日分　市くらしの相談課　35-4099
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
横手市戦没者追悼式　10：00～、横手市民会館
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
横手城展望台『黒川表装表具展』　～24日、9：00～16：30
　心 横手地域局
横手わか杉カップ　～7日　
　心 十文字町幸福会館
藤城清治の世界展　～9月8日、9：30～、秋田県立近代美術館
地域消防訓練大会　（雄物川・山内）
さくらんぼタネ飛ばし大会　9：30～、十文字陸上競技場
平鹿町・あやめマラソン大会　9：00～、浅舞公民館
地域消防訓練大会　（横手・大森・十文字・大雄）
　急 平鹿総合病院（鈴木医師）　32-5124
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
　法 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター　52-3311
　行 心 増田地区多目的研修センター　9：30～12：00

防災ラジオ試験放送日　11：45頃～、横手かまくらＦＭ
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668
　心 大森コミュニティセンター
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9:30～12：00 
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00

地域消防訓練大会　（増田）
　急 市立横手病院（小山医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
あやめ杯民謡大会　
　急 しおたこどもクリニック（横手）　35-5005
スポーツ立市よこて宣言記念講演会　16：30～、かまくら館
　行 雄物川地域局特別会議室　10：00～12：00
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
横手市総合防災訓練　大森地域、9：00～、詳しくは25ページ
　行 大森コミュニティセンター　9：30～12：00
　心 横手地域局
大森田楽灯ろうコンクール　18：30～受付、19：15～練り歩き
　心 十文字町幸福会館
第10回よこての全国線香花火大会　

火
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月
海の日

水を使った実験『水であそぼう！』
　水を使った実験遊び『水であそぼう』を開催します。
友だち同士や家族と一緒に遊びに来てください。
◆日  時／７月13日（土）9：00～11：30※受付8：30～
◆場　所／ふるさと館（境町公民館） ◆参加費／無料
◆内  容／スライム作り、水てっぽう、バブロケット
　　　　  浮沈子（ふちんし）など
◆対  象／市内小学生（家族での参加も歓迎）
◆持ち物／内ズック（くつを入れるふくろ）、タオル、
　　　　　ペットボトル(500ml）
◆問合せ／教育総務部生涯学習課 　35-2254
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7.1　7.207.1　7.20７月10日は防災ラジオ試験放送日  77.4ＭＨｚ７月10日は防災ラジオ試験放送日  77.4ＭＨｚ！！

【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約） 人…人権 税…税務（9：30～12：00） 

      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター

【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）

　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）

　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30

心
法 人

急
児

行 税

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

７月７日（日）「ハッピーフィート」  　　　　 　    【108分】
７月14日（日）「ウォーリー」　　       　　    　　 【98分】
７月15日（月）「ファインディング・ニモ」 　　　     【100分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　純国産の線香花火をテ
ーマに、10回目の開催と
なるよこての全国線香花
火大会。線香花火長持ち
大会や縁日、物産展など
が行われます。線香花火
を片手に川涼みしながら、
夏のひと時をお楽しみく
ださい。浴衣でご来場の
方には、豪華賞品が当た
る抽選会も行われます。
　なお、受け付けで100円
の協力金をお願いしています。ご協力いただい
た方には、国産の線香花火をプレゼントします。 
※協力金の一部は、東日本大震災被災地の子ども 
  たちへの花火プレゼント経費に充てられます。
◆場　所／横手川　蛇の崎川原
◆問合せ／よこての全国線香花火大会実行委員会  
         （横手市観光協会内）　33-7111

 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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『横手わか杉カップ』
全国ブロック選抜 高校男子バレーボール大会

■７月５日（金）～７日（日）
　全国ブロック選抜高校
男子バレーボール大会・
横手わか杉カップが開催
されます。出場チームは
春の高校バレーボール大
会やインターハイ、国体
などに出場している全国
トップレベルの８チーム。
強豪チームによるハイレ
ベルなプレーにご注目く
ださい。地元・雄物川高
校の活躍が期待されます。
皆さんで応援しましょう。
◆場　所／雄物川体育館
◆日　程／（予定）
　【５日】開会式12：00～、予選リーグ13：30～
　【６日】予選リーグ9：00～、トーナメント戦　
　　　　12：00～、エキジビション教室15：30～
　【７日】順位決定戦9：00～、表彰式12：00～
◆問合せ／市スポーツ振興課 　35-2173
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『よこての全国線香花火大会』
みんなで遊んで、国産の線香花火を応援しよう！

■７月20日（土）17：00～（雨天翌日順延）

第23回あやめ杯民謡大会
　秋田県民謡連盟公認の『あやめ杯民謡大会』は、
新人の登竜門的大会に位置づけられ、子どもと
一般の部門に分かれ、自慢の〝のど〟を競います。
◆日　時／７月15日（月・海の日）9：00～15：00
◆場　所／浅舞公民館   ◆入場料／無料
◆問合せ／平鹿地域局産業建設課 　24-1118
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がんばれ

 雄物川高校！
がんばれ

 雄物川高校！
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